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愛すぺ手狭苓型山村í}{ït)lrJ
根 修

(
ブ
ラ
ジ
ル
移
住)

東京に生まれて
東京

K
育
ち 、
広大な
農業に

憧れてブラツル
に渡っ

たのが二
十才の
時であ

る。
当
時のブラツル

は

い
まより
遥かに遠く 、

大
学を
中退して
百姓に

な
るなどとは狂気の沙

汰であっ
た。

ブラジル
の十年は辛

苦の限りを
尽し

た歳月

で、
自ら望ん

で抵めた

苦労だっ
ただけに
貴重

なもの
であっ
た。
貴重

坂肱川町

だっ
たなど
と言えるよ

うになっ
たのも最近の

乙と
で、
帰国してか
ら

も度々
、

再び
移民船に

乗り
「シマッ
タ」
とい

う
夢で
目を覚すこ
とが

しょっ
ちゅ

うだっ
た。

しかし、自ら望ん
で
底の
底まで

落ちてゼロ
か
らの
出発を
得た乙と

は
大きな財産
であっ
て、そ
乙か
ら

強さ
・発想・

思考などが今
迄の慣

習にと
らわれ
ることなく
発
揮でき

る
よ

うな気がする。

(
皆

農
塾)

埼玉
県寄居町に入っ
て百姓になっ

たのはサラリーマ
ン
生活

を二
年
経

験し
た後だっ
た。
資金も
農地

も労

働力もない
自分が、

やっ
と一
反
歩

の
農地を手に入れて
自立し

たのが

三
十二
才 。
食えない
と
言わ

れる
農

業で、しかも一
反歩の
面
積で食っ

てい
けたのは
平間養鶏だっ

た。
そ

の頃に
書い

た
「都市生活者のため

の、ほ
どほ
ど

に
食っ
てい
ける
百姓

入門」
とい

う長た
らしい
題
名の
拙

著は
好評を
博し、
都会の百姓志願

者
が沢山集まっ
てきた。

ノ・

集まっ
てきた人達によっ
て、
乙

の
ん

。
さ
乙は
農場経営のかたわ
ら
農業研修

品川園民
崎市
刷
所として活動し、
乙乙から
多くの

属

新しい
百姓が
巣立っ
ていっ

た。

ー

「皆
農塾」
と
名付けられ

た乙の

農場は研修生とい
う労働力に
助け

られ、
無
農薬野菜の生
産販売を
手

びろく
経営し、
企業的だとい

う批

判を
受けるほどに拡大していっ

た。

こ
のこと
を
書い

たものが
「痛快、

気ば
らし世直し、
百
姓の塾」
だっ

た。(
必
要
に
な
っ
た
ブ
レ
ー

キ)

皆農塾が
発展すればす
るほどに

私の心の
中には
隙間風が
吹くよ

う

になっ
てきた。
私は研修生を育て

るの
に、
まず
研修
生の
自立
心を
考

え
るの

で、な
るべ
く
私が
手を
出さ

ない
よ

うに心掛けてい
る。
種を
蒔

い
たことがない

、
鍬を
握っ

た乙と

もない 。
そ

うい
う人達を一年
間で

食える
百姓にするのだか
ら教え方

も少々
変っ
てい
る。
したがっ
て
私

は
段々

に土か
ら離れてい

き
隠居の

様な
生活

になっ
て

きてし
まっ
た。

また、
農場の発展は
即ち
経済的

な発展
であっ
て、
本
来発展とい

う

のは自
給自足に
少し

でも近づくと

い
うものだと
考えてい

た自分に大

きな
隔たりができてきた。
しかし

人間の
業と
言うべ
きか、発展は止
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まることを知らず
、もはや後

戻り

が不可能と考えるようになり、
自

らブレ
ーキをかけられない
な
ら環

境を
変えてでもブレ
ーキをかける

よりしかたがない
と
思っ

た。

(
山
間

の
過
疎
地 、

肱
川
に
入
る)

肱川
町の職員が皆農塾
に研修に

来て帰り際に「卒業生を送っ
て

も

らえない
か」
とい

う話、が
あっ
た。

その話に乗り気になっ
た研修生の

一
人に、私は金魚の糞のようにくっ

つい
て
初めて肱川を
訪れた。
乙の

肱川町は人口三
千六
百人。
平地の

少ない
地で、こ

の様な
地域を「狭

谷型山村」
と言うのだそうである。

い
かにも怖そうな名称である。

視察を終えて
埼玉に
帰るとメン

バ
ー

達は口々
に「ど
うだつ
た」
と



肱川の印象を
尋ね

た。
私は
「あそ

こ
は人間の住む
ような
所ではない

よ。
傾斜地ばかり
で
平らな
所がな

い。立っ
てい
るだけで一苦
労だよ。」

そ
う言い
なが
ら
私は、
埼玉の皆
農

塾をス
タッ
フに
譲っ
て、
肱川に
移

住する
決心を
固めてい

た。

あの
ような地な
らば乙そ、
規模

拡大に走ることな
く、
農業を
楽し

ん
で生活するととができる。
自分

でかけられない
ブレ
ー
キを、あの

自
然がかけてくれる。
そうい

う思

い
に心を
熱くし

たのである。

(
農
業

の
楽
し
み
と
経
営

の
楽
し
み)

平地
での
農業は、
考えてみれば

余りにも
単純だっ

た。
私の
農業遍

放 し 飼いの鶏

歴はブ
ラジ
ル

の大
平原、関東地
方

の平野と常に平らな所でのものだっ

た。
平らな
所での
農業はその
安
易

さ
から心な
らず

も効
率を追い

かけ

る
農業に
陥い
るものである。
効
率

を
追い

かければ
農業の
楽しみが
失

わ
れ、
その分
経営の楽しみを得る。

しかし、
経営の
楽しみな
ら
農業の

分
野でなく工
業の分野を選択し
た

方がは
るか

に
有利だとい
う思い
が

私にはある1

根本的には
経営の
楽しみより
農

業の
楽しみ

の方が上だと思っ
てい

る
の
で、
効率を追い

かけてし
まう

平地
での
農業は、
農業の
楽しみ

を

失わせ
る危
険が存在する乙とにな

る。
し

たがっ
てこの
狭谷型山村と

い
う肱川町は、
私にとっ
て行き
着

い
た最後のパ
ラダイスなのである。

(
百
姓
は
城
造
り)

平野
部の一

町
歩は無味乾燥な

も

のである。
しかし山間地の一町
歩

は違う。
山あり谷あり
平野ありの

起状
に富んでい
る。
絵になる地
形

が
そこ

に
あり、
私は
農業か
ら

夢を

取っ
てし

まっ
ては
農業が

成り立
た

ない
と思っ
てい
るので、
乙ζ
肱川

町は
夢の地
形と
言う乙とができる。

平らでない
と
農業が
できない
と

思っ
てい
る

人は、
乙の効
率社会に

毒されてし
まっ
てい
る人で

ある。

沢山
作っ
て、

大
量に
市
場に農産
物

を
出荷し
、その

挙句が価格の暴
落

を
まね
き、
安
価だか
ら夜も
寝ず

に

もっ
と大きな
面積

で働かなくては

と思う。
こ

うい
う百姓は
救われな

私は
乙の愛

すべ
き
肱川

町の地
形

で、
比
較的
平
らな
所では無
農薬

で

野菜を
作ろうと思っ
てい
る。
無
農

薬野菜は
規
模が大きくなるとコ
ツ

ソ
リと
農薬を
使わ
なくて

はな
らな

くな
る。
規
模が
小さな
平らは
歓迎

すべ
きとこ
ろ

で
ある。

急な
傾斜地

はどうにもならない。

乙乙では
粟やユ
ズ
等を
植え
ようと

思っ
てい
る。
秋になっ
て収穫され

るこ
れ
らの果
樹は
私達のボーナス

である。
比
較的
平らなと
乙ろ 、でも野菜

作りには急すぎ
る
場所には鶏を飼

う。
鶏は
栗林の
中に放され、
産む

卵は有精卵である。
も
ちろん
飼料

の
中には
添

加
物を
入れ

ない。百姓は王

国造り、
私は野菜や鶏や粟達の王

様
である。

(
活
性
化
に
つ
い
て)

地域は活性化に
真剣である。
そ

れだけ地方が沈滞してい
るか
らか

も
知

れない。
しかし「みんなが
楽

し
くなる町"つくり」
でなくては活

性化し
ない。一
部の

人が主人公に

なっ
て行う活性化は多くの人にとっ

て
苦痛であり忍耐させ
られるこ
と

にな
る。

みんなが主役
になる活性化は決

して
華か

でない
かも知れない
が、

一人一人が
光っ
てい
るものである。

過疎とい
われる地域は工
場誘致な

ど
地
形や距離の
関係でままならず

、

農民一
人一人が見事に自立して
光

る
乙とが本
来の活性化である。

肱川
町は、
乙の
厳しい
自然を
背

景に見事
農業で光る乙とを目的に

い
ま思考する街である。
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ユヒ条の軽井沢I�・. . 
敏

-

猪
木
あ
り
き

北
条市
街中心から東

へ八
キロ
メートル 、
標

高三
百メートル 、
高縄

山の山
懐 、
谷
聞いに家

が
点在するわが
猪木が

ある。
昭
和三
十年代
前

半までは、二
+数戸あっ

た
家も、
現
在ではわず

か六一戸 、
十五人が
住む

のみとなり、
急激に過

疎地になっ
てしまっ

た。

乙の
背景には、
戦後の

木材需要に
支えられ、

豊か
であっ
た山村の
生

活も、
昭和三
十四年
外

材の
輸入が開
始された

乙と
等によっ
て、
木材

価格が
低迷し、

だんだ

ん人々
の生活は
苦しく

なっ
て
行っ

た。
それに

反し、
国民の生活水準

が
向上し、

いなかの生

活を
捨てる
若者が急増

し
たのである。現在
農

林
業のみ

で生計をたて

て
いる人は
少なく、
ほ

幹崎山北条市

と
んどの
家庭は
兼業
農家となっ
て

い
『ゐ。-

四
季

の
風
情

はじめに紹介したが、
北
条市
街

中心か
らわず
か八
キロ
メー
トル

で

あるが、
四
季の変化に
富む谷間い

の
集落は
秘
境の様
相を
呈するか

ら

不
思議

だ。

春は山々
の
緑も色鮮やかで美し

くツク
シ・
ワ
ラビ・
フ
キ

など豊
富

で、
ピ
クニ
ッ
クがて

ら山菜採りに

やっ
て
来る
家族連れが
多い。
地
区

の人
は々田
植えの
準備等で忙しい。

夏は
まさ
に
北条の
軽井沢だ。
渓

流(
というほ
どたいし

たものでは

なくただの谷川)
沿いの
木影で、

ミンミンゼ
ミの

声を
聞きなが

らの

昼
寝は最
高だ。日
本特有の
蒸し
暑

き
を忘れさせ
る。
「生きていて良

かっ
た/」
とつ
くづく感じる瞬
間

である。

幹敏さん

稔りの
秋 、
山栗を
拾い
秋の
味覚

に舌
鼓を
打つ。
高縄山の
自然林の

紅葉はすば
らしい。
もうすぐ
厳し

い
冬が
訪れる。

リス
の
姿を良く見

かけるのも乙の
時
季で

ある。

谷間いの冬は、
雪乙そほと
んど

降らないが
寒さは
厳しい。
人々

は

寒さ
に
耐えながら、
山
仕事や春の

農作業の
準備に
忙しい。

山崎

-
伝
統
行
事
「
的
射」

乙こ
で地
域の
伝統行事を
紹介し

よう。
立岩地区には、
東
予越
智郡

に共通する年
中行事や
諸
制度など

がある。
そ

の一
つ

に
「的
射(弓祈

博)」がある。立
岩地
区には
猪木の

他に、
米之野と
小山田にも
弓祈祷

があるが、
猪木のは
変わっ
て

いる

といvっ。
新春を
祝い、
五
穀豊
穣と無病息

災を
祈っ
て
正月五 、
六日

の二
日
間

行われる。
初日五日
午後か

ら「お

役
者さん」

と
呼ぶ
「オンユ
ミ・
メ

ンユ
ミ」
二
人の
射手は会堂に龍っ

て
精進し、
六
日の
午後まで帰宅

し

ない。女
人
禁
制で四人の
「頭屋」
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が食事などの
世話+守
する。二
人

の

お役
者さんは、

大
的(
直径約一・

六メートル 、
奉書二
十八
枚張りの

円形で、
的の
中央にナス

の墨を使

い
藤かず

ら
製の
筆で
②印を
書いた

もの)
一
つ

と、
小的(直径約一メー

トル 、
奉書八
枚張りの円形で大的

同様の方
法で+
印を
書いたもの)

二つ
を作る。

その後、二
人のお役
者さんは、

羽織、
はかまで
威儀を正し、
河内

神社に参
拝 、
的場と
呼ば

れる固に

置いた小的一つ
に
約三
十メートル

離れた
射場か

ら
各々
六
本の
矢を三

回
射て「三
度
弓の
儀」

を終わる。

翌六日、
二
人のお役
者さんは、

前日同様羽織、
はか
まで正
装し、

神酒を
飲み
雑
煮のも

ちを六
個 、ずつ

食べ
射場へ、
先ず

大的を
射るわ
け

であるが、
そ

の
前に百八
本の
矢の

射数を
数える

ために使う「矢かず
」

(二
十センチ
ぐらい

に切っ
た萱の

茎)
を
頭屋の
代表が
河内
神社に
供

える。そして、
大的ぞ
射始める。

オンユ
ミ・
メ

ンユ
ミ二
人のお役
者

さんが、
各々
六本の
矢を三回射る。

その後二
人が
射場を
交替し、

また



各々
六本の

矢を三
回射

る。
こ

の
聞

に 、
見物の

地
区民らに

神
酒とおと
く(
ごはん)

がふ
る

ま

わ
れる。
その
後、
頭屋の
代表が
矢

で大
的を破り
地区民

らは乙れを三

度くぐり
河内
神社民
参
拝し無病息

災を
祈る。
そ

の後、
小的を
各々
六

本の
矢で三
回
射て
百八
本の
矢を
射

終
える。

乙の
後、

お役
者さん

の労をね
ぎ

らう酒宴がある。
先ず、
神
酒を
飲

み、
雑煮のもち六
個ず
つ

を食べ
た

あと
で、
二
合
半飯を
椀に大
高盛り

し
た
「カケメ
シ」

を
出す。
食べ
残

すとその年は不作に
なるといわ
れ

その年の
作
柄を
占うので
「カケメ

シ」
と言っ

たのであろ
う。
乙の
行

事
は、
三
百年以上の
歴史が

あると

伝え
ら
れ、
全
国的にも珍しい。

-
伝
統
行
事
「
お
し
ば
お
さ
ん」

お
盆

に
も
珍し

い
行事

が
あ
る。

「おしばおさん」
と
呼ば

れる
乙け

むしに
墓碑が
集落から
約一・
五キ

ロ
メートル
離れた柴尾山頂にある。

お盆の八月
十四日
夕
刻 、
地区民

ら

はおしば
おさんの
境内へ
集まっ
て

来る 。
境内へ

は
素足で上が
らなけ

れば
な
らない。
変わっ
て

いるのは

精霊
棚の上

からの流し
水で手を
清

める乙と
である。
乙の
精霊
柵はサ

トイモ
の
葉の上にさいの目に切っ

たナス
が
乗せて

ある。
か
ける
水に

もさいの目に切っ
たナス
が
浮かべ

て
ある。
手を
清めた

あと 、
精霊
搬

を支え
るニ
ガ
竹の小
枝をそれぞれ

が
一本ず
つ
取り持つ。
その後、
全

員でカ
ネと
太
鼓に合わせて「ナl

マ
イダlブ
ツ 、
ナiマ
イダ」と
百

四
十回念
仏を
行う。
乙の念仏が
終

わると 、
それ
ぞれが持っ
ていたニ

ガ
竹の小
枝を
境内の東の隅へ
挿し、

大念
仏を
終わる。

乙乙に
葬られているのは、
応
仁

二
年
高
穴城で
戦死した
柴尾
城主越

智河内
守通富と
高

手山城主越智甲

斐守通誘の二
人であると
伝えられ

て
いるが、
定かではない。

-
猪木ダ
イパ

毎年十月十一日
に
行われ、
石段

か
らみ
乙しを
落す乙と
で有名な
北

条市八
反
地

の国津比
古命
神社の
秋

祭りに
も、
猪木
地区民が
行う大役

が
ある。
そ

れ
は、
みこ
しの巡
行に

は必ず
猪木ダイパ
と
呼ば

れるこ
人

が
露払いを
する乙と
で

ある。

こ
とのお
乙り

は、
北
条が風早郷

と呼ば
れてい
た頃 、
乙の
風早を大

洪
水が
襲い、
国
津比
古命
神社が海

へ
流されたそ

うで
ある。
乙の時 、

御神体が大浜沖で漁師の網にかかっ

たがどうし
て

も上が
らず
困りはて

て
いたと
乙ろへ 、

青
竹を担いだ
猪

木の人が
通りかか

り
手伝うといと

も簡単に
御神体を
引き上
げる乙と

ができた。
そ乙で必ず
秋祭りには

青
竹を

手にし
た
猪木ダイパ

が
出る

乙とになっ
たそ
うである。

-
地
域
の
伝
統
を
未
来
に

こ
のように六一戸になっ
た現
在に

おいて
も、
細々

なが
ら伝統を守り

地域に愛着を持っ
て生きている人々

が
いるこ
と

を忘れてはならない。

し
か
し、
世の
変遷は早く 、
若者は

利便
性の良い街場へ
住む
ようにな

り、
猪木を
去っ
て
行く 。
けれども、

年に
数回の伝統行事が
行わ

れる
時

に
は、
豊かな自然に
恵まれた北条

の
軽
井沢猪木へ
帰っ
て来て欲しい。

そのためにも、
豊かな
自然と
乙の

すば
らしい伝統行事を守り
続けて

行きたいものである。

5 



裁が白川<'CÐCÐJ
雄

私の
住む
小田町は、

人
口五
千人足らず

の
小

さな
町です。
山に
固ま

れた、
緑あふれる林業

の町、
都会の人達か

ら

みれば
山の
中の静かな

不便な町に
映るかも知

れ
ませんが、
私には日

本で一番の
住み
良い

町

だと
思っ
てい

ます。
町

民皆んな温和な
性格で、

都会の人達のように気

忙し
くありません。
田

舎の人の欠点かも知れ

ませんが、
本当にのん

びりとしていい町です。

私はこ
のような
生
活が

好きです。

行田同小田町

-

深
山
と
銘
木

の
町

町を紹介するならば、

やは
り林業でしょ
う。

行雄さん

特に
小田町の磨き丸太 、ロ
グハ
ウ

ス
は、
有名です。
ロ
グハ
ウス

は丸

木を
組み
立てた森の香り

あふ
れる

「ウッ
デイハ
ウス
」で、
個人住宅、

別荘、ペ
ン
ショ
ン 、
保養施設にと、

住む人のニ
lズ

に
合わせて設計さ

れ
て

いる注
文住宅

です。
今

では注

文が
多く生産がまに

あわない状
態

で
す。観光では、

四国カルス
卜
「小田

深山」
ち

しよ
う。
夏は、
涼しい
避

暑地として、
別荘、
キャ

ンプと、

秋は、
紅葉 、
冬は、
ス
キ!と四
季

お
りお
りの観光が
楽しめます。
小

田名
物たらいうどん、
アメノ
魚の

土
手
焼 、
山菜料理が食べ

られます。

ぜひと
家族 、
友達とお越し下さい。

私達の町では、
若いものか

らお

年
寄りまでス
ポーツが大変盛ん

に

行われてい
ます。二
月の卓球大会、

五
月の
母の日のバ
レ
l大

会、
十月

の町内
球
技大会と、
そして
十
一月

には、
地
区の運
動会などが
各公民

館の主
催で行われてい

ます。
特に

十月の
球
技大会は、

お年
寄りはク

ロ
ツケl 、
女の人たちはパ
レ
l、

そして
男達はソフ
トが行われて

い

岡田

../ 

ま
す。
各
種目とも年
齢別 、
ク
ラス

別に行われ
大
勢の人の参加が

あり

ます。
昼食は、
婦人
会の
作っ

たお

にぎりをつつ
き、
夜は、
地
区別に

反省会、
お
酒を
飲みながら
楽しい

一日
の締め
つく
くりをし

ます。
大

会には
町民
千人以上

の参加が
あり

ます。

6 

表を「宿」といい、連絡
係りを「フ

レカ
タ」

と
呼ぴ 、火の乙とを「オヒ

カ
リ」とい
うなど 、
昔のままの
呼

び
名で
受け継がれてい

ます。
夕方

になると、
六
角山の
真下の参
道と

なる田んぼ
の畦道に、
たい
まつ
に

火をつ
けて、

一
O八
灯の
「オヒ
カ

リ」
を上げま
す。
火祭りの由来は、

火をともして
山の

神を迎え、
山の幸

と、秋の

豊作を祈っ

たものと
言われて

います。
昭
和五
十

二
年か
ら、
火祭り

の行事を八
月十五

日のお盆に行う乙

とになり、
「オヒ

-
火
祭
り 、

そ
し
て
ふ
れ
あ
い

イベ
ン
トとしては、

銘木祭り、
農業
祭り、

文化
祭 、
灯
寵
祭りそ

して
山の
神の火祭り

が
ありま
す。
私の
住

ん
でい
る
寺村地
区の

山の
神の火
祭りにつ

いて
少し
説
明し

たい

と
思い

ます。
乙の
祭

りは、
県

の
無形文化
財にも指定さ

れており
ま
す。
山の
神を
祭る
火祭

りの行
事は、
文政六年(一八二
三)

に
始まり、

一
七
O年近くも
続いて

い
ます。
火
祭りは
旧暦の七
月二
O

日
に
寺村地区六
班

が
輪番で行っ
て

い
ます。
当
番は
十五
名で、
その代

「さなぎ会」の勉強会

カ
リ」
の
数は
一O

八
灯が基本でした

が、
最近では
火文

字を
作るために、
三
OOO灯をこ

える
ようになりました。
乙の
夜景

は、
大
変美しいものです。
今

では、

各班から三
名が選ばれ
「火
祭り保

存
会」

が
組織され行

事の計画が
練

られます。
「オヒカ

リ」
は
当番が

行い、
カ
ラオケ

大会は公民
館 、
盆



め材料の
仕入れに
頭をい

ためます。

火祭りをお盆の十五
日に
決めて

か

ら
は、
帰省客の関
係か
ら一
日
延び

ると人の
出足も少なくなっ
てし

ま

い
ます。
田舎には、

お盆に
帰っ
て

きても伺も
楽しみが

ありません
。

しかし、
火祭りを
始めてか

ら
はみ

んな
楽しみができました。
火
祭り

を見に行けば、
懐かしい
友達に会

えるからです。あちら乙ち
らで
輪

ができ、
昔話や現
況を話し
合っ
て

い
る
姿をよくみ

かけます。
時々
、

伺んでお盆の乙の
時期

に
乙んな
苦労をしな
く

て
はい
けない

のだろう

か
と
思う乙とが
ありま

す。し
かし、
大
勢の人

達が山手に
見え
る三
O

OO
灯の
「オヒ
カ

リ」

の幻想的な
夜景を
見て、

喜び
感激しても
らうこ

とで、
私達の
苦労も
嬉

しきに
変わります。そ

し
て、
来年も
頑張ろう

とファ
イトが
沸い
てき

ます。
是非 、
皆さん

も

一
度
見に
来て下さい
。

踊
りは
青年
団 、
夜市は若い
仲間達、

花火は
保存
会と皆ん
なで
行っ
てい

ま
す。
私も毎年
参加してい

ます。

半
年
前か

ら色々
と
計画
準備し、
当

日
前後は一
日
中かかりま
す。一
番

心
配なのは天
候で
す 。
乙
乙十三

年

間
に
は、
一
回延期がありまし

た。

し
かし、
夏のこと

な
ので
再々
夕
立

が
来る

ため三
OOO
余り

の
「オヒ

カ
リ」
に
あわててナ
イロ

ン
を
被せ

に
何度走っ

たことでしょ
う。
夜市

のほ
うでも、
天候に
左右さ

れる
た

「火の祭典」

-
住
む
な
ら
小
田
町

私は、
済生
会
小田病院に
勤務し

てい
ます。
病院にい
て
特に独居老

人、
老人
家庭の
多い
乙とに気がつ

き
ます。
小田町は
老人人
口

の比
率

がとても高いほうです。老人にとっ

て
小田町を離れない

のは、
生まれ

た土地
だか
ら、
都会の
生活は
嫌だ

か
らば
か
りではない
と
思い

ます。

皆ん
なこ
の
小田町が
好きなのだと

思い
ます。
私も一
生乙の町を離れ

た
くない

と
思っ
てい

ます。

都会に
住ん
でい
る
人達に
呼びか

けたい
。

小田町にきて
生活をし

ま

せんか。定
年になっ
て
退職金で家

を
建てるのなら
小田

町にきて
下さ

い
。都

会の三
分の一
で
家が建ちま

す。そして、
小さな

畑でも買っ
て

手作りの野
菜で

も作りませんか。

緑に
固まれ

た
静かな公
害のない

町

で、
人
間らしい
生活をして下さい
。

松山へ一
時間、
東京へは飛行
機で

二
時間で
行けます。
私は、
Uター

ン
組で都会の生活をして

きだ一
人

として
皆さん

に
呼び

かけたい
。そ

し
て、
私

の
夢は、
乙

の
小
田

町
に

「老人
憩い

のセンター」
を造る乙

とで
す。二

年後には、
特別老人セ

ンターが
出来ま
す 。老人
団地、
特

別老人センター 、
済生会病院と、

老人
が一
生安心して
暮らせる町に

なっ
た
らと
思っ
ております。

-
は
ば
た
く
蝶
に・:

私は、
現
在若い
仲間達と「地
域

づくり」研究会を
作っ
て
頑張っ
て

い
ます。みん
なで乙の
小田町をい

かに
住み良い
活気のある

町に
する

か、
毎月一
回勉強会を聞い
てい

ま

す。
会の
名前は
「さなぎ会」

とい

い 、
将来「
蝶になっ
てはば

たきた

い
」

と
夢をもっ
て付けまし

た。今

後とも頑
張っ
て
住み良い

町"つくり

のために勉強をしてい
きたいと
思っ

てい
ます。

最後に、
外から見た小田町のと

感想をお
聞かせ下さい
。そして、

こ
うあっ
てほしい 、
こ
うしてはど

うかなどのアドバ
イス

を戴ければ

たい
へん
嬉し
く
思い

ます。

〈連
絡
先〉

上
浮穴郡小田町大
字町村

済生会
小田病院内

岡田
行雄
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私の住む新
宮村は、

川
之江
駅か

ら
車で三

O分、
香
川・
徳島・

高知へとど
の県へも

すぐ
に行ける四国の

おへそのような
所で

す。
十年
前嫁いでき

た
時 、三
千人
余りい

た村の人口は、
現
在

二
千人
余りとな

り、

過疎化が
進ん

でいま

す。
小さな
棚田があ

る程度
でほ
とんどの

家は、
畑
でお茶を
栽

培し
てい
ます。
最近

では現
金収
入を
求め

て村内
にある
縫製工

場・
冷
凍食品会社・

土
建屋さ
んへ
、また

川之江・
三
島の
製紙

工
場へと、
ほ
とんど

の人が
勤めに
出てい

ます。
家族は
高血圧

で
療養
中の父と
母 、

九十四才の
祖父そし

て
私達
夫婦と三

人の

子
供の八

人家族で、

博西大新宮村

茶
園八
0アール・
山林八ヘ
クター

ル
の経営をし
ております。

期 民 大 l乙 薬 ん 草 て 糞う 切 く り す し 二 切 と を そか待 生 会 先な と 。 剤堆 と のだりも 。 て 番 り 無 生 れ 天 新 .す 協 」 日 つ い 今 は 肥 草 で と が 土 何 い 茶 か 農 かが敵 宮無る 専 に 川 て う消ーをを牛い大 づ よ ま ま え 薬 し 広 がの農乙 務 於之い 乙 費 切 っ 混 で 、 、 て が 多 茶 薬と 理 い江 る と 者 使 く ー一一- 有 、 りく畑栽」 事 て でょ にの 用 ち �-ー 〓 、 j采 機 {聞に 、 は培都 さ 、 のう 関あし 除 ，� 点、\司、 ま 栽 性 く 塑 点 に市 ん大 「 で心い ま '/ 様 、、、 培 化 い菅 在 賭生 l乙 阪 ふ すがだ せ 1/ 士 、、 に商 と 虫 し け活 よ し る 。 高 で 1 / ;c. 司、 品 いが て るの るろ さ ま は 1 1 金竺味 、 をう ぞ い立 「 き と り 、 I j 宥l' \ ‘ 作 地 'J. る場 農 た 作 話 無 1 / L \ 、 ろ の い せかへ 市 り 題 農 ， I T; ， ， うり 叱 い

ーノ

らとい
う演題の
講演を聴きました。

輸入食料品の乙とからはじま
り、

無
農薬
食品を
契約
栽培し
てもらっ

ている
等とい

うお
話でした。
主人

が
発表し

たあとだっ
た
為、お茶の

乙とも多々
話し
ていただき、聴い

ていた人達に
は
反響が

あっ
たと
思

います。
私も消
費者か

らの直接の

声を
聞き、とっ
て

も参

ia，，F

告になり、
又心強

ー/d，v

くなり嬉し
く

し
;J

d，

思いまし

一
弘
~

〆

た。
昨年

一
越
心

尽
，

九
月全国

一
ゾ

盟
圃

農業新
聞

z
a
-一〆

大叫
h

t

a
矧4
JK
-J円
、

に
掲載し

i
P4・

、『

ていただ

L\
h、‘

いた
時 、
遠く

'

a‘、司

は青
森からの注文

もあり少しづつ
ですが

他県か
らの注文を
受け
ています。

今
治へ第二・
四日
曜日

の
午前中母

の
作っ

たこ
ん

にゃ
くをはじめ

、し

い
たけ 、草
因子、近
所の野菜等も

あず
かつ
て
即売に行きます。

私達無農薬・
有機栽培にこだわっ

て八
年目 、
やっ
と
作
柄が
安定し固

8 

定客もできつつ
あり、光が
明るい

感じがし
ています。
他産地との、フ

レン
ド

商品でなく、山々
に
固まれ

空気の
澄んだ新宮村での新宮茶
作

りに頑張りたいと
思います。

-
あ
じ
さ
い
に
よ
る
里
づ
く
り

母は元のお茶のみ生活改釜Rグルー

プのリーダー
、主人は四Hク

ラブ

のOBで
中核農業者組織の世話役

私はPTAの
副
会長と愛護班の班

長をし
ており、忙しい
中を三

人が

三
様に、時
聞を工
面し
て仲間との

輪を広げております。お
蔭で父が

倒れた
時や
農繁期には、四Hクラ

ブ員や近
所の方々

にず
い分助けて

いただきました。
ありが
たい乙と

とつ
くづく
思います。
青年
農業者

の茶
摘み
体験
交流会や幼
稚園児の

茶摘み等もあり、わが
家とわが茶

園は
千客万
来で賑やかな乙とです。

昨年か
らオーナー

を
募集して、ま

だ小人数ですが会員もできました。

生活改善グループ
の
歴史は古

く、

中でもあじさいの
聾棋は快挙であっ

たと
思います。
私達の住む
中野地

区に
農道がついたのは四十八

年で



グループ
は
高
齢化したため
存続

がむ
づかしくなっ

たということで

昨年解
散しました。

でもこんな
に

たくさん
の人が
あじさいを
見に
来

て
くれるの

なら、
もっ
とき

ちんと

手入れφそ
し
て
「あじさいまつ

り」

をし
ようと
申し
合わせ、

あじさ
い

の
花が
見頃な六
月二
十四日

に決め

ました。
会
長大
西武さんと
私達
若

者
が
中心になっ
て、
中野地区全体

で取り組む乙とになりました。
さっ

そく十一
月の
文化祭に、

あじさ
い

まつ
りに
備えての
計画をパ、ネル

に

して
表して
展示しまし

た。
又二
月

に
はカ
ラオ
ケ大会もしました。

お

年
寄りも
見に
来て下お
るので、

た

だ
歌っ

たのでは
楽

しくないというこ

と
で、
女
性三人昼

間の仕事の
疲れ

も忘れ前日
まで

かかっ
て作っ

た
套繋着
ア歌っ

た灼踊ったり・.

たのしい一

夜をすとし

ました。
親

す。
待ちに待っ

た
道路が
乙乙ま

で

の
びてくるのに
十年か

かっ
ている

ので、
その
喜びは一
入だっ

たよう

です。
嬉しい

気持
ちを
表現
し
よ

う

と、
地区の入口から二
キロ
程度

の

道筋にあじさ
い
を
植えたのです。

そ
のあじさいも
十六

年、グルー

プ員の手入れの良さと土地

柄哨わ合っ

たのでしょ
うか。
大
きな
株になり

見事な
花を
咲かせまし

た。
乙のあ

じ
さいロ

l
ドを
昨年
新
聞で紹介し

ていただき、
遠く

は
松
山を

はじめ

として
西条・
新居浜方
面か

ら沢山

の人が見に
来て
くれまし

た。
母と

私は
あじ
さいに
因ん

で
花の形をし

たおまんじゅ
うを
作り七月二
日
雨

の
降る中グル
ープの方々

でお茶
を

出して
一息つ

いて

いただきました。

お客様に子
供を一

緒に
写真を
写して

いただいたり、
キャ

ベ
ツの一ケでもと

手渡すと、
写真とお
礼

の
手紙「来年も
楽し

み

にして行きます。
」を
数

人からいただきました。

ま
ん
中
が
大
西
博
子
さ
ん

睦をはかるこ

とによっ
て、

ますます地
区

の皆さん
がま

とま
り、
いい

アイデ
アも
生

まれてく
る
よ

うです。
三
月十一
日

には肥料の施しをし

ます。
近くに四国
横断自動
車が走

り、
県道
山城|新居浜線の開
通を

目
前に
控える
等道路事情も
変わっ

て
来ます。
六月二
十四日の
「あじ

さい
まつ

り」までには、
い

ろい
ろ

な乙とをしなければなりません。

ベ
ンチ
やトイレ
等を
作り、
遠来

のお客様も地域の人も一
時くつ

ろ

げる
場を設けたい。
又こんにゃ
く・

山菜を生かした特産加工品納つくり、

わら
ぞうり
・つ

づら
寵など

手。つく

りのお土産
物や、

あじ
さいの
鉢植

等を
販売したり、

お茶の
接待
等。

近
所の家では民
宿がわりにでもと

宿泊もできるように
予定していま

す。
一人でも多くの人民
足を止め

てもらおうと、
あじ
さいによる地

域お乙しの
夢はどんどん広がりま

す。もう一つ
地域お乙

しで昨年三月
から七

月
末までの
夜間(昼

間八
時間労働で一人

一カ
月
平均)
男性六

名定住一
名のメンバ
ー

でカ
ラオケ
小屋
名付

けて
「あじさい
館」を作りました。

建設会社で余っ
た
物をいただいた

り、
家から廃材を持

ちよっ
ての
作

業でした。
外見はトタン

でできて

いますが、
中に入ればカ
ラオケ
設

備やス
テly 、
杉皮の天
井で茶
室

風の和室と凝っ
た
手作りの集会
所

です。
大声で
歌っ

たり話φそして
も

近
所に迷惑をかけないので、
明け

方
ちかくまで
飲みあかす人もあり

ます。建設にあたっ
ては地区内の人達

の
協力の輪も広が

りまし
た。
広く

地区内
外や村外の人にも
施設を
解

放して
利用していただき、
遠来者

の
休憩
所 、
地元民との
交流の
場と

しても使っ
てい

きたく 、
小さ

な村

か
らの情報発信基地にもなれば
よ

いと
思っ
ています。
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日吉士口本山瀬戸町.

四
半世
紀と六年間にわたり、
私

が乙
のまちに生きてきた
歳月

は、

夢を追っ
てきた
時間であります。

私の
今の
生き方を語る
前に、
私の

ふ
るさ
と「大久」

の紹介をさせて

頂きます。
愛媛県の最
西端に位
置

する日
本
一細長い
佐田
岬半
島の
中

程に、
私の愛する
瀬一戸町が

あり
ま

す。
人
柄は温厚 、純朴 、世話好き 、

自
然美に
恵まれ四国
一と自負する

リアス
式海
岸 、
瀬戸内海と、
宇和

海が一
望できる山々
。

地域の人た

ちも元気です。
ビレッッ・
アクティ

ブ・
大久(VA
大久)
とい

う組織

φそ
っ

くり、
夏場の地
引き網イベ
ン

トや守し
たりして、
地域
外の人をよ

び乙
む
活
動も
行っ
ています。
しか

し、
ただ
一つ足りないものは、
人

口
だと
思います。

吉昭さん

私
に
何
が
で
き
る
か

さて、乙
の町で
私に伺が
出来る

か、
我々

が伺をすべ
きか、
そうい

う
想い

が、今
回自分達で何かを

や

ろうとい
う
漠
然とした気
持ちにつ

ながり、
同志をつ

のり、今現
在、

総
勢九
名のメンバ
ーが

集まりまし

た。
一人一
人の
想い

は、
若干相違

が
ありま
す
が、
乙

の
ま
ち
、

乙
の

「大久」
を
活
気
ある
住み良い
所に

したい
気
持ちは同じだと
思います。

まず
互い

の考えが
一致し

たのは、

「
夢をいつ
までも語れるような、

空
聞があればいい

なあ」
とい

う、

想い
で、
場所作りか

ら
始め 、メン

バ
ーの

倉庫を
借りて、活動の拠点

が
出来上りました。
広さは

、十二

畳あまり
ですが、
室内

には、テレ

ビ・
ビ
デオのほ

かに、
飲
食のため

の
冷
蔵庫・
流し
台か

ら、
連
絡用の

電
話も設置し、
夜を
徹しての

話し

合いに
も
充分

に
対応できる、活動

の拠点として
は、
申し分ない設備

を整えて
い
ると
思い
ます。
尚 、乙

の
部屋の
維持費につ

いて
は、
会員

か
ら
集め

た
会費と、いろい
ろな活

動によっ
て
得た収益に
よっ
て運
営

山本

10 
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しています。
又 、
会員一人一
人が

自分の好きな
時聞に乙の部屋

に
来

て
利用できるように、
各個人に、

部屋の相鍵を
配布しています。
乙

れにより、
時聞に縛られない
自由

な活動ができると
思い
ます。
そし

て、会員同志の和を保つ
ため
に、

月に一回 、定
例
会を聞き 、
会員の

意見を活動に反
映させ
るように努

めています。
又 、
会員外の人との

隔りをなくするために、
ソフトボー

ル
、

野球 、青年
団活
動など

にも
部

屋を開放し、
少しでも多くの人に

自分たちの活動を理解してもらい、

輪を広げて
行乙うと
思っ
ています。



若
者
の
力
を
地
域
に

具体的な活
動内
容として

は、初

めに、人口
の
減少など

の理由に
よ

り、年毎に
低下してい
る
秋祭り、

盆おどりなど
の活
動に対する
積極

的な参加はもとより、
青年団が行っ

てい
る地
元児
童の健全育

成のため

活
動の基本的な方針としては、今

頼りが
ちの
行政に左右される乙
と

なく
、すべ

て
自
分遠の考えと力で

一つ
一つ
物事をやりとげてい
くと

いうこ
とで
す。
とかくボ
ランティ

アになりがちのふ
るさと.つ
くりで

は
なく

、又 、責任のない言葉を持

のキャンプ活動などへのバ
ッ
クアッ

プ
や地域に残る伝統芸能の伝承な

どの活
動を
行っ
ていま
す。
今

のと

乙
ろは、人
数的な
面もありこ

のよ

うな活
動に
とど
まっ
ていま
すが、

将
来的には、
ふ
るさ
と
「大久」

の

自
然と風土を活かし

た活
動の
展開

を進めたい
と考えています。
また、

つ
団
体にならないように活動を続

けて
行きたい
と
思っ
ていま
す。
今

自分達に何ができるか、
今
自分た

ちが何をしなければならないかと

い
う意識を常に持っ
て、ふ
るさ
と

「大久」
のために、
前向きに活
動

を
続けて
行乙

うと
思っ
ていま
す。
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“学んで二年・・仲良なし慈のたわき"
男

特
集
の
意
味

今
回の
特集は、
「暮

らしか
らの地
域
賛歌」

としまし
た。
特に、
県

内
の
過
疎地域で
暮らし

てい
る人たち

に、
原稿

を
お願
い
しました。

私は、
原稿をお願
い

す
る
際花 、
依頼者に対

して次
のよ
うに
書きま

した。
「と
自
身は、
何処より

も乙乙、
乙
乙が一
番と

い
う想いで、

辛い乙と

も
苦しい乙とも、
ある

意
味で
は 、
楽しみゃ
生

きがいに
昇華して、
地

域の担い
手として
頑張っ

てい
らっ
しゃ
ると
思い

ます。
都会にはない地

域の
自
然・歴
史・
風
土・

友・家
族
等

を
よりど
こ

ろに、
楽し

く元気に
暮

らしてい
る様子を、
県

内
外の人たちに発信し

てほ
しいと
思い
ます。」

ルヤ・ 。 1た

幹本山編集事務局

お
寄せい

ただいた
原稿は、
そ
れ

ぞれの感性
で地
域の
暮らしを
楽し

み、
将来に対しても、
乙乙で生き

たい、
暮らして
行きたいとい
う
思

いが
強く感じ

られました。

根
な
し
草

の
た
わ
言

私は
根なし草
ですので、
人

と々

の
暮らしの
中での関わりは、
希
薄

であります。
センター

の活
動を通

じて、
地
域の人たちとお話をす
る

機会が
たくさん
ありました。
私の

話は、
耳学問や
雑誌等か

らの情報

による知
識で

あり、
それらの
受け

売りで
話をし
ます。

しかし、
い
ず

れはそのメツ
キ

は剥がれ、
地域に

根を
張っ
て
暮らしている方々

の、

実
践と
暮らしからの話に圧
倒され

る乙ととなります。

"* その
時に
思う乙とは、
日
頃の
情

報収
集活
動

や経験による実
感をい

か
に
蓄えてい
るか、

と言うこと
で

あり
ます。
先日

の
私どもが主
催し

た
集会で、
東大の大森先生が言わ

れた
「もっ

と、
たくさん話したい」

と
思う
積
極的な意識と
行動でもっ

て、
地
域

に
暮

らす
人

と々、
肌
着

(
裸ではない。)

のつ
き
あい
が
必

要であろうと、
いつ
も痛
感29る日々

であります。
過
疎
地
の
暮
ら
し
は
今

過疎地のある
首長さんが、
乙ん

な
乙とを
言われて

い
たのを
思い
出

します。
「私は、
自分の町、が良く

なるよ
うにと、

い
ろい
ろな
施策を

展開してきました。
乙れらは、
ど

れも乙
れ

も、
総て

は過疎対策に
行

き
着くのです。」と・:。

折しも、
国の過疎対策として、

若者の定住策を
目玉とし

た
「過疎

地域活性化特別
措置法」

が近く
成

立する
見通し

であります。一
般的

に過疎対策と
言えば 、
都市
部との

格差の
是正と言
う意
味で、
道路整

備に代表されるよ
うに、
社会資
本

の
充実

を目指して進め
ら
れて
来た

よ
うに
思い
ま

す。
今
回

の
施
策

の

「若者が定住でき
る」
地
域と

は、

どんなものだろ
うか?と考えた
時

花 、
日
本の場合、
過疎地
域と
言え

ども、
道
路は
舗装され、
家には電

化
製品、
車等生活用品は、
都市
部

と比
較しても、

伺
ら遜
色はない。

1た

12 

若者が定住したいと
思う何かが足

りないので
あります。
我が町には、

誇れる自
然・
人
情・
風土があると

言っ
てみても、
だめ

であります。

先日の若者
塾の
集会で、
熊本県

小国
町の宮崎町長さんは、
乙んな

風に言っ
ていました。

「若者が残らないのは、
過疎に魅

力を感じ
ないん
です。
活性化には

若者の力が必
要です。
何を

やっ
た

ら元気がでるか? 、
職場がないか

ら
若者が残らないん

ではない。
若

者が気
軽にアフタ
ー-
ファ
イブを

楽しむ乙とができる、
都市的な魅

力が
ある
界
隈を、
地域内に創出し

なければ 、
残らないですね。
乍」:・ 。

続けて、
「地域の資
源・
特性を、

如何
に地域の人々
が、
固有の知
恵

と
力でもっ
て
味付けし、
生かして

行くかが大
事です。」
と:

。



地域と行政の関わり

地
域の
付加
価値 前つくりは、最後

には、
そ乙陀
暮らす人々

の主体性

に
拘っ
て
来ます。
それは、地域を

思う若者た
ちに、意識も
行動
力も

よ
り強い
と
思います。

そ乙で、そのような
住民の地
域

自立に対す
る動
きを、
行政として

も、地域に張っ
たアン
テナ

をより

研ぎ
澄まして、
良いものは良い、

良いこ
とは良い
と言える柔軟な心

で、よいしょ
していくζ
とも必要

であろうと感じ
ています。

暮らしの
視点で
物事を
見た
時 、

行政は
縦
割りではなく、
一つ
であ

ります。
そ
乙で、セン
タ
ーの基本

的な考え方
として

のH望ましい地

域ゆっくり活
動
像H

が浮かんで参
り

ます。 女それは、
「地
域の人々

が、より

人
間らしい
暮らしゃぞ
希い、身の
回

りの
生活
自治を
原点として
行う活

動
で、そのよ
うな
住民活動と、目

利きある
自治
体
行政が一
緒になっ

て地域自
立を
目指す活
動」
と考え

ています。
セン
タ
ーでは、こ

のよ

うな
視点で、
今後の地
域-つくり活

動のお
手伝いを
続けて
参

りたい
と

思っ
ています。

し いなに し ま 人 が宅 生 探 で 自たり アTこ く 愛 対 かれ 々 ら急 業 し 、 分 少 の ニ 最を し 、 し た の 、 便 と 、 {主の 女 犠 メ 近成 返 て 、 が 愛 地 を し ま む 力 が 式 を 、 地長 し 誠 人 らに 域 し てた 家 だ 見 と 見 「 域し て 実 々 、 育 のなの 、 をけ 知 し ま 魔のて ら て し 女 アぬ 、 たの メく | げ | 町 魔 。 宅ニ�い物 | ヶーよ\ I 1乙 女 大急テ語 l uf『i | 降の 人 便 ィで \ '_� 1" り 修 の、 」 づ
あ ./ぐ白ヲ\ |た 行 仲 と く
2| 作詩対l I R Z 更 号 り

1:< その町は、
私が
見る限り、
過疎

の
町ではございません
でし
た。
し

か
し、そんなに大きな

町
でもあり

ません
でした。
時代のキーワ
ー
ド

の
「アメニティ」
豊か

で、
人

が々

生き生きと
暮らす町でありました。

そ乙には何か
、

若者が残る地域の

ヒン
トにな
るものがあるようにも

思えまし
た。

過疎地
域の活
性化を言う
時 、
そ

乙にはいろいろな
要素が
複雑に絡

み
合っ
て、一
朝一
夕にはいかない

問題
です
が、
先述の

大
森先生の言

葉を
借りれば
「アメニティ
、それ

は、あ
るべ
き

所に、
あるべ

き
物が
ちゃ
ん

とある乙
と」

だそ
うですか

ら、
地域のC

I 。つ
くりにお

いても地域の

特性をいかし

た、
らしさを

念
頭に
置きな

がら、住民
と
行政のH共生と連
帯H

のふ
るさ
とやつ

くりを
進めていただ

きたい
と願っ
てい
ます。

結
び
に
代
え
て

県
内の過疎町村は現
在四十 、
新

過疎法では四十一になるそ
うです

が、
多分まだまだ県内でも、
都市

1:< 

的要素を持っ
ている地域への人口

移動は、しば
らくは
続くでしょ

う

が、
若い人たちの中にも、地域で

暮らしたい
と願っ
ている人が多数

います。
大
分県
の
中谷健
太
郎

さ
ん

は
、

「ム
ラお乙し」

につ
いて、述べ
て

います。
「地域には、地域の風土

があります。そ乙に人が
住み、
風

土
と関わりなが

ら
生きています。

風土
と人の
拘りをしっ

かり
培い、

構
築する乙とが(
生き
る)
乙との

中身であり、それがム
ラおこ
しの

元でありましょ
う。」
と:・ 。

私も、いず
れは田
舎へ
帰っ
て
暮

らしたい
と言う
思いはあります。

しかし、何か、も
う一
歩踏み切れ

ないものがあるのです。
こ
んな
若

者(?)
は、私だけなん
でしょ
う

か?以上は、
取り留めもない
根なし

草
のたわ言でご、ざ
います。

失礼いたしました。
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轡
雪
国・
金
沢へ

大
阪
駅

を
出
た
列
車

が一
時
間

も
走

ら
な
い
う
ち

に
左
方
向

に
雪

を
抱

い
た

山
々

が
見
え
、

右
方
向

に
は
琵
琶
湖が

開
け
て
く
る

。
金
沢

も
き
っ
と

き
れ
い

な
雪

に
包

ま
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思

い
つ
つ

、
う
と
う
と
と
夢

の
世
界へ 。

目
を
覚

ま
す

と
十一
時

を
回

っ
て
い

る
。

も
う
す
ぐ
金
沢

だ
が

、
窓

の
外
に

は
雪

の
気
配

が
な
い

。
乙
れ
は
夢か、

い
や

、
さ

っ
き
夢か

ら
覚め

た
ば
か
り

で
は
な
い
か

。

金
沢
駅

に
着

い
て
も

、
雪

は
お
ろ

か

フ
l
ドピ
ア

も
見え

な
い

。
地
元の

人

に
よ
る
と

、一
週
間

前に
は

ド
カツ

と

降
っ
た
と
い
う
乙
と
だ
が

、
き

れ
い
な

も
の
で
雪

は
無
い

。
「
雪国
民
雪

の
な

い
の
は
雪国
じ
ゃ

な
い
なあ」
と
感じ

な
が
ら
の
淋

し
い

フ
ァ
ー

ス
ト

シ
lン

と
な
っ
た
が

、
と
も
か
く
市

内へ
と
潜

入
。轡

鍍
鯨
鍋
は
民
主
的
で
無
机
構

浅
野
川
沿

い
の一
帯広

も
夜に

な
る

と
、

あ
ち
こ
ち

で
フ

l
ドピ
ア

が
風

に

吹か
れ

て
ゆ
れ

て
い
る

。
提
灯に
灯り

が
と
も
り

、
ほ

の
か

に
静

か
に
浮
か
び

かた 角かすあ頑味前がばニクはるチ匝 コのかる思く へりあ
っの 、り支え張 。に 、ら人をカが ャ然l事乾でいり会入 、が
たに 話i乙パたつしか大く 。持ラダンとデ頁杯新きと揚る 食 る
の残が講じ{てばな勢は最呈オメ スし イ藍が年や聞;E 。琴
か 念開師みダみらりの聞初出ケ !

。
をてネヂ始会 、い草 蚕

。けも」 占たく押声いのし 用 伺話lえま 。 周て翠 場
我でる指. Yけ何きのてうた のつつに タ比 りい囲か ヲ、 引々 もも定最三れとれ力い ち講マいて入112講つはら講 塑色

どか気のるし師イにいるも 五師しま と露 理テっとれ お 竪 の
ふ量悪露 轡都轡轡都移怒滋轡轡部都轡轡轡滋怒 号 雪2
1 2 2 よ 答務署畿4移管易協\1繁務移級機3 1 2 1 

診: フ-t-:ピア金譲宅'901.1'ら 警
?できな 議 (財)愛媛県まちづくり総合センタ一 議 す「く作
13幸喜 遜 豊 田 渉 窓 モ 星 野 君
i zモ2 溜密都 穆滋滋 轡 轡轡轡 慾都穆滋滋哲也 雪合信自
ユベいイ チ 、座文
22Jた ルリ 姿鯨た ム 雑ら肝 乙 な場そ食主ど鉄れ国ン テる憲
二35 。 ミ l'市 は 膿 。が炊れゃうのはうべ的 。 板るにがl乙き
?偏乙ネト内テの ホEとた腸)だ民ならでし焼 。行無ブとん
」哩れ1 ICりレ グテ 去ァ 。に は 。主れれあか 語 「くい Jレが

。 え に シは メ ピ ロ 空 包 イ最皮智按的ばるりし 、すとんの でそ
雪 ョ 、イでテl忠ス後まの鯨で 、問無 、水きよだ上きれ

去 れがン賑ン観 ス帰島クにでて(無乙と礼鍋炊焼く」 でたも
宰 ばあがやスたクつ 罫リ出食のあ礼の 語はきき言と料 。う
夜 、つ浮かト 。なてっ1 t.ごべ時ん構会生宅民な 、わ外理 ま

F撫
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は
凄

い
い
び

き
のツ
ン

グ
ルベ
ル

を
奏

で
な
が
ら

、
よ
く
眠

っ
た
よ

う
だ

。

滋
ま
ちか
ど
ウォ
ッ
チン
グ

金
沢

の
町

を
歩

い
た
も
歩い

た
。

町

は
と
て
もお
酒
落

で
い
ろ

い
ろ
工
夫
さ

れ
て
い
る

。
町

が
λら
く
す
っ
き
り
と

し
て
い
る
と
思

っ
た
ら

、
歩
道
橋ら

し

き
も
の
が
無
い

。
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が三

日
間の
滞
在
中
、

私の
頭

の

中か
ら
歩
道
橋

の
三

文
字

が
消え

て
い

た
。

あ
っ
た
の
か
ど
う
か

、
よ
く
思

い

出せ
な
い

。

街
路
灯

は
い
ろ
ん

な
形が

あ
り

、
歩

道
は
レ
ン
ガ

を
巧

み
に
使っ

て
い
て
楽

，し
い

。
横
断
歩
道

で
白

と
茶

の
タ

イ
ル

を
使っ

て
い
る
の
は
い
いが

、
塗

料
で

描か
れ
て
い
る
横
断
歩
道は
、

スパ
イ

ク
タイ
ヤ

に
乙

す#りれ
て
消え

てしまっ

て
い
る

。
初
め

の
う

ち
、

消さ
れ
て
見

え
な
い
横
断
歩
道

を
渡

っ
て
い
る
光
景

に
は
少々

と
ま
ど
っ
た

。

古
い
建
物

が
あ

ち
乙

ち
に
残
っ
て
い

て
、

屋
根

が
傾

い
た
も
の

、
壁

が
落
ち

か
けの
もの
、

そ
れで
も
人
が
生
活し

商
売

に
使っ

て
い
る
と
乙

ろ
も
少な

く

な
い

。そ
れ

が
ひ

っ
そ
り
と
し
て
で
な



く
堂々

と
建っ
ている。
三
階建ての

ものも
多い。

あめ
の
「
俵
屋」
、

う

どん・
そば

の
「
砂
場」 、
町
民
文化

館 、み
そ・醤油屋 、おかし屋など。

浅
野川
沿いを風に
吹かれての
散

策は
、とて

も風情があっ
ていい。

表通り
より

も
裏通りの方が
抜
群。

裏道へ入ると
別の世界があっ

たり、

新
発見もあっ

たりの、
異次
元空
聞

をウロ
ウロ

の気分。
戦
災に遭わな

かっ
たのが残されてい
る
要因では

あるが
、

時代の
変化とともに
使い

にくい
面が
出てきてい
るのかもし

れない。
かといっ
て
古いものば

かりでも

ない。
ホテルと一
体となっ

たデパ
ー

ト
やファ

ッ
ショ

ンビル
がひしめく。

駅
前では大き

なデパ
ー
トの新
築工

事
の
真つ
最
中。
駅
前一
得は
再開発

地域として
新しい
顔が
将来できあ

がる。
次
に訪れる
時はど

う
変わっ

てい
るの

だろうか。
古いものと
新

しい
ものとのバ
ランス

をこ
れか
ら

も大事にしてほ
しい
気がする。

滋
深
く
静
か
に
フ
1

ド
ピ
ア

フ
ードピ
アの
凄さの一
つ

は、八

← フードピア・金沢の冬の
顔です。

香林坊近くの
イルミネーション→

十人もの人を数日
間スケジュール

を調整して
呼べ
る乙と。
それは金

沢といP1フ
ランドだからであろう。

ある
講師は、
「金沢だから
来たの

で、他のと
乙ろだっ

たら
来なかっ

た
よ」

とポロ
リ。

う-b 、金沢に

は料理にしろお
菓子にしろうまい

ものがいっ
ぱいあるし
、古いま

ち

なみなども残っ
ている。
それら』
支

えているのは、文化的な土壌を守っ

ている乙とだけでなく、
批判的な

乙とを大事にしながら、新しいも

のを生み
出す要素

も持っ
ているか

らかもしれない。

フ
ードピ
ア金沢はまだ市民の
聞

では
浸透していない
面もあるよう

だが
、冬の石川県を代表するイベ

ントに育っ
ているようだ。
総動員

型のものでなく、
興味のある人が

興味のあると乙ろへでかけていき 、

県
内のあちこ
ちで深く静かに進行

している。
一人
一人がバ
ラバ
ラに

やっ
ているようでも、
形としては

「フlドピ
ア金沢」

と
して

、
あ
ち

こ
ちで顔を
出している。
まちかど

に
時おりフ
l
ドピ
アが
顔を
出して

手招きしている。
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活雪のなかった三日間

それにしても今
回、
金沢に
雪は

なかっ
た。
生活
φ守するには
雪の少

ない方がいい
に決まっ
ているが、

フ
l
ドピ
ア金
沢といえば 、

やはり

金沢
JCの
担
当者

や
町で
出会っ

た人々
には
親切にして

も
らっ
た。

思えば
金沢を
訪ね

たのは今
ま

で二

因。
二
回とも団体
旅
行。
それ

らは

ただ風のよ
うに通りす
ぎただけ。

雪が
欲しい。
兼六
園で見た雪吊り

が
淋しそ
うにしていた。
春までに

も
う一
度
出番があっ
て

もいいよ
う

な気がした。

今回は、雪はなかっ
たものの曇り・

晴れ・
雨とバ
ラエ
ティ
ーに

富ん
だ

三
日
間だっ

た。
それでも、
殆んど

わかっ
ていないのが実状のよ
うだ。

、.. �、、四回‘、四国h、.. �、�、、四日、、弘、ぽ、、四四回、、.. "，凶、、回、、国心、、国ぽ、

まちづくり総合セシター
人事消息

。 3 月31 日 付けで、 活動の拠点が少 し
かわ り ま したーが、 今までどおり よ
ろ しくお願いします。

所 長 宮 本
研究員 幸 地
研究員 井 上 平成元年度 セン タ ー職員

(上段左から) 石川・豊田・山本・宣告地・井上
(下段左から) 丹下・宮本所長・ 久保田

(愛媛県研修所)
(経済連)
(野村町役場)

俊
慎
謙

* 

* 

* 
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は
じ
め
ま
し
て
/

。
四月一
日からHまちセンH

の
一

員です。
よろしくお願いします。

所

渡

智

遁

長
研究員
宇
都
宮
正
昭

(
経
済
連

研究
員
山

品虫

(
御荘

町
役
場)

岡



島々を虹で結ぶ女性グループ

σむ8ωゐ@@2J

まっ
た
く
の
素人
の
お
ば
さ
ん

達
ト

Hれいんぼ
うH
を
支えてくれたの
一

は
商工
会の
青年
部の若い人達でし
ば

た。
組織力のない
我々

にとっ
て、

入MV

百人力でした。
一
人一
人では何も
mAY
我々

の
手で、
村おこ

し、
町づく

出来ないけれど、
手を延ばせば、

り、
ふ
るさと創生、
そんな大
袈裟

なつか

二

きっ
かけは、
学
校PTAの読書

[
会でし

た。終っ
てか

らの雑談の
中

からフォ
ークの

神様
H岡林

信康H

ヘザ
の
話が
出て、
「二
百人
集めれば、

仁
ど乙でだっ
て、
ギタ
lひとつかか

ト
えて
出前コ

ンサートをやっ
てくれ

一
るらしい・:。
我々

の手でもできそ

同
うじゃ
ない?
」
と、
急きょ
Hれい

入UY
んぼ

うH
が
結成されました。女
性

初
告
ばかりの
有志七
人という乙とと、

い
ろん
な所への
架け
橋となればい

いなという乙とでwれいんぼ
うH

と
名づけました。

何も知
らないという事は恐ろし

いもので、
資金もゼロ 、

手さぐり

で四苦八苦しながら、
しかも次
々

と起
きる
予想だにしなかっ

たメン

バ
ーの

病気・家族の入院騒ぎなど

・: 、
頭をかかえながら無我
夢中の

うちにコンサートは開
催され大成

功をおさめました。

石白伯方町レポート

にコ
協の ア さで聞 い るう声力公 イ ん 、 催あま事気をで演リの凝のれし に持か無を ツ H り辛だた気ちけ事行 シ 宮もさけ 。 付がれ成い ュ沢せは苦 き ひ ば功 、 ハ賢ず 、 し 、 そを 乙 l 泊 、 終か と ん伺おれ プの次 つ っ てでかき まと世は てた もい をめた 語界 、 み コ う るやまみり H 林れン れ人ろし んきと ばサ し 達うたなかい洋快 l くがと。 のせう子感ト 思いい i後列左から 3入居

⑧ レポート 口 口
Tこ気達がすく らの年をさうみ事 確のト青た 爆なら持のらがれ町 、 コ 位 乙 んかにはさか人を年く剤も、 ち求も 、 たと そ ン 先のと わ も 、 あな達大達のに んの その め 、 町 もかれサに町 いかな重 乙 様へ成と素 な じ抱れあ る 自やの行か l はのうらり荷れでー功手人れ

負が る事分行l乙政らト 、 人人な 、 にかす石l乙 をのば なな 乙 も 、 達政参と :をも達のい 乙 もら 。 を収取お ff いのれの下ゃに 加かと 闘うに ρ けれなも 投 めりばなけでかをか仲おすが夢き一紹 )'\れはりと じ た 合さ 主 れすら手ら間世 る 、 を た度介ン ど実ま 期 たと る ん 会 どのが沸や話の セ 仏 い 、 し ト 、 現す待 とい て達 12H け 言 固 にも ッ ぞ 。 岡 た マ松すがさ いう コ が 季 伺れ て 上りな勉ト ヱ そ林い イ井 る 、 れ う事ン 、 ヘか
X32ヌ2警主そまえif撃を議Z 26?青空室

Eコ

ぼ
うu
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「町ゆっくりの活動は、
組織を
作らん
乙とよ

:・」
と言われ、「そんな
馬鹿な・
」
と
問い
直

し
たのが 、私のネッ
トワ

ー
キング
病の
始まり

なん
です。
乙のお話は、
第一

話で紹介しまし

た、-
町の
面白い

人たちとの
出会い

の
続編で

し
て、彼らの町ぃつ
くり活
動の
凄さ

話です。

門
こ
の
指
と
ま
れ:
活
動
で
参
加
の
自
由〕

I
町の人たちは、乙の私の
疑わし
げな
問い

に
、実に

愉快な語り口で答え
て
くれたん

です

が
、

私流に解釈しますと、
それは
子供の
『童

遊び』
なん
です、ネ。
誰かが
何かの

町づ
一
­

くり活
動を
思い
つ
くと、その
誰かさん
一

が「鬼ごっ
こ

するモ
ン乙の
指と
まれ・
」一

と、町の人たちに
呼びかけるん

です。
一

すると、例えば「
青空市」
な
ら
青空
一

市をやりたい
人が
その指に
とまっ
て、
鬼ごっ

こが
鬼ごっ
こ

のル
lル

で
遊ぶ
よ

うに 、青空市

ならそのルlル
で「青空市
遊ぶ」

の問
、組織

活
動をするん

ですが
、終われば

解
散し
て組織

がな
くなり、次

の「か
くれんぼ」
に
参
加す
る

しない
は全く
自由になるん

です、ネ。
ζ

の
『参

加の
自由』
乙そが 、
「町-つ
くり活
動の
知恵と

元気を
産む
源
泉だ:・」
と
、

彼ら
は
言
うん

で

す。もっ
とも、ζ

のお遊び
では、よくある地域

活
動のように 、地域ぐ
るみ

でとか
、OO会員

だか
ら
等と、町の人たちを
動
員する乙とが

で

きませんか
ら、もし
その0フ
ラ
ンが

町の人たち

に
受けねば
、計画者だけで活

動する
覚悟がい

るん
です。
彼らはそれを、『王
侯貴族の
音楽

会』
だと言っ
て
笑っ
てましたが
、私はその

笑

い
が
彼らの性
根だと
思い
まし

た。
もちろん、

乙の意味はお
判り
頂けるですよネ。

門
町
の
人
た
ち
が
愉
し
む
・

地
域
活
動」

だから
彼らは、一つ
一つ

の活
動にい
ろい
ろ

な工
夫やそし
て、つ
ぎつ
ぎと愉しい
組織活
動を

行い
、その

都度
解
散してい
るん

ですが
、それ

ぞれの活動は、その「根っ
乙」

のと
乙

ろで一

つ
のス
ツにつ

ながっ
てい
くん

です。

例えば
、町の

中を流れるO川の川
原で、子

供の遊び
場ま

で
作っ

た「
青空市」
を聞くと、

次
は、家族揃っ
て「O川ウォ
lク
ラ
リ1」。

次
には、子供が

大
好きなO川
名
物/凧合戦イ

メージの「日
本の
凧展」 。
そし
てきわめつ
け

が
、

O川のほとりに 、かぐや姫の生誕地を創っ

て「か
ぐ

や
姫まつ
り」

を
聞

き、
子
供

た
ちに

「O川の
自然を守ろ
う目
」
と
訴えるん

です。

言うまでもなく、子供が
喜べ

ばマ
マ

も嬉し

い
し、子供とママ
が
来ればパ
パ

もと、彼らの

1 8  

催しに
集まっ

た町の人たちは、その
時 、その

場のイベ
ントを愉しむん

ですが
、それが

知ら

ず
知らず

の
聞に
秘められたテlマ
「O川に
親

しむ・:」
気
分を高めてい
くんです。

彼らはその頃合を見
計っ
て、「O川を締麗

にする石一
個カ
ンパ
運
動」

をお乙し、
「みん

なで、
O川のコ
ンク
リー

ト護岸を石
積み護岸

に
替えて
縞麗にし、自然の生態系を守ろうよ

・」
と
訴えるんです。
それも「い

らない
沢庵

石カ
ンパ
」
だっ
たんですが 、
それでは役
立た

んと判る・・・
愉快な道草
遊び

もありました。

一

と
もあれ、乙うした町の人たちの組

一
織を
作らん組織活動は、
国や県の
河川

一
改修や橋の改築を 、町の人た
ちの
希望

-

K
沿わさ
せたり、町に「原っ
ぱ
条例」

.

や「凧博物館」
を創らせる等々

:・
の成

果をともない
なが
ら、町の人たち
手"つ
くりの

町"つ
くりを進めてい
るん

です。」

〔
よ
も
だ
塾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ〕

とこ
ろで
私は、彼らが
「乙の指とまれ・
」

の活
動をい
と

も
簡
単に

話す
もん
で
すか
ら、

「組織を
作らん組織活
動と言っ
ても陰しテ
ー

マ
に添っ
て、つ
ぎつ、ぎにイベ
ントお乙しがで

きる
『仲間の組織』
があるからじゃ
あない

の

・:」
と少々
皮肉を込めて問い

かけたん
です。

すると、「あん
た
何に
聞い
とっ

たん。
そりゃi

健らは
『よもだ塾』
ちゅ

う勉強会をしよるケ



ン
ど 、
そ

れ
も
『

乙

の
指

と
ま
れ・:』

じ

ゃ
ケ

ン
同
じ

よ」
と

の
し
っぺ
返

し
で
し

た
。

つ
ま
り
「

よ
も
だ
塾」

とい
う、
町
づ

く
り

を
勉

強
す

る 、
組
織

で
ない
組
織
活
動

で
は、
参
加

し
た

人
個々
人

が、
自
由

に
自
分の

や
り

たい
乙
と
を、

自
前
で
地
域
活
動

に
表
現

す
る
実
行

を
産
み

だ
し
て

い
る
だ
け

で、
「
塾」

と
し
て
は
実
践
活
動

を
し
な

い
ん

で
す

。
例
え

ば
塾

の
勉
強

で、
誰

か
が
商工
会

に
向い

た
活
動

を
思い

つ
け

ば、
そ
の
誰

か
が
商工

会へ
提
案

し、
そ
乙
で
活
動

す
る

や
り

方
で
す

。
そ

れ
は、
部
落
会

で
も、
婦
人
会

で
も 、
観
光
協
会

で

も
な
ん

で
す
が、

も
し、
何
処

も
や
ら
ね

ば、
そ

の

誰
か
が、
活
動

の
た
め

の
実
行
委
員

を、
乙
の
指

と

ま
れ・:
で
募

っ
て
実
行す
る
ワ
ケ

です
。

もち
ろん 、

塾
員

で
も

や
り

たい
人
は
参
加

し
ま

す
。

乙
の
考え
方

に
は、

い
ろい
ろ

と
深い
意
味

が
あ

る
よ
う
で
す
が、
私
流

で
は
単
純

に、
組
織は
活
動

の
道
具

な
ん

だ
か
ら 、
活
動

に
合

っ
た
道
具

を
使え

ば
よい

。
町
民

乙
れ
以
上
タ

テ
割
り

組
織

が
で
き
れ

ば、
町は
使え
ん
道
具

の
物
置

に
な

る
ば
か

り
か、

タ
テ
割
り
同
士

の
ナ
ワ
張
り

争い
で
も
起

乙
れ
ば、

町 “つ
く

り
に
有
害

な
だ

け
だ・・・
と
理
解

し
ま
し
た

。

門本当に
町が
好
き
な
人た
ちの
英知〕

と
も
あ
れ、
彼
ら

の
「
塾」

で
は 、
『
素
敵

な
I

何

町づ
く

り』
を
し
たい
と
思

う
人

た
ち

が、
自
由

に

集
ま
り
「
勉
強
遊
び」

を
し
て

る
ん

で
す

が、
初
め

の
頃 、
徹
底

し
た
基
本理
念

の
勉
強

を
続
け 、
彼
ら

が
「
I

藩
の
憲
法」

と
呼
ぶ 、
戦
略
目
標
『
美

しい

自
然・
美

しい
人・
美

しい
ネッ
ト

ワ
ー

ク』
を
定

め
てい

る
ん

で
す

。
従っ

て、
さ

っ
き
の
話

の
よ
う

な
イベ
ン
ト
活
動

は、
乙
の
戦
略
目
標

の
実
現

を
工

夫
し
た
戦
術

に
な

る
ん

で
す
が、

ど
う
も
彼
ら

の
勉

強
は、

そ
う
し
た
地
域
活
動

の
基
本ベ
l
ス
を、
常

に
吟
味

し
てい

る
活
動

の
よ
う
に
思
え

ま
し
た

。

彼
ら

は、
「
イベ
ン

ト
す

る
の
が
愉

し
く
て:・ 、

愉
し
く
て:・」
と
言
っ
てい
ま
す
が、
そ

れ
は
彼
ら

の、
『
町

の
人
た
ち

に
訴え
た
い

乙
と
は、
言
葉で

な
く、
イベ
ン

ト
に
翻
訳

し
て
訴
え
る』

乙
と
が、

町
の
人

た
ち

に
通
じ

て
ゆ

く
愉

し
き

で
あ

り 、
目
標

を
も

っ
た一
連

の
「
イベ
ン
ト
誘
導
策」

が、
着
実

に
進
展

す
る
喜び

で
は
ない
で
しょ
う
か

。

い
ず

れ
に
し
て

も 、
本
物

の
地
域 網つ
く
り

活
動

の

要
と
も
言

うべ
き、
『
参
加

の
自
由』

を
守
る

「
乙

の
指

と
ま

れ
方
式」

と、
そ
れ
を
『
住民
手づ

く
り

の
地
域づ

く
り

活
動』

に
高
め
る
「

イベ
ン
ト
誘
導

策」
は、
本
当

に
地
域

が
好

き
な
人
た
ち

だ
か

ら
ζ

そ
産
み
だ
せ
た 、
素
晴
ら

しい
地
域
活
動

の
英
知

だ

と
思い

ま
す
と
と

も
に、
例

に
よ
っ
て
私
流

に
は、

「
よ
も
だ
塾」

の
本
質は 、
町の

「
生

き
ざ

ま」
を

テ
lマ
と
す

る
『
地
域
活
動

のプロ
デュ
ー

ス
機能』

な
ん

だ
と・・・
理
解

し
た

ワ
ケ

で
す

。

網開

門
愉し
い
ラ
イフ
ワ
ー
クへ
の
切
り
口]

乙
の

I
町

の
面
白い
人

た
ち

と
の
出
会い

は、
私

の
「
地
域づ
く
り

運
動
論」

に
と
っ
て、
決
定
的

と

もい
うべ
き
幾

つ
か
の
契
機

を
与
え

て
く
れ
ま

し
た

が 、
そ

の
切
り
口

と
な
っ
た
の
は、
『

乙
の
指

と
ま

れ:・』
の
童
遊
び
活動
方
式

で
し
た

。

当
時
私は、
庶民のコ
ミニ
ケ
lシヨ
ン・
メ
ディ

ア
と
し
て
『パ
ソコ

ン
通
信
/T
OW
N
タ
ウン
局』

の
開
設

を
手
伝

っ
てい
ま
し
た
が、
そ

の
指
導

に
当

た
っ
た

「
ネッ

ト
ワ
ー

キ
ン

グ
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
/

東
京』

の
中
村
宏
幸さ
ん

か
ら 、

ネッ
トワ
ー
ク
K

i
n
Eぞ
加
え
た 、
米国
生

ま
れ
の
新

しい
社
会
活

動
の
概
念
『ネッ

トワ
ー

キン
グ』

を
学び 、

「
地

域 網つ
く
り

運
動

の
本
質を
活

か
す
組
織
活
動

は、
乙

れ
だ・:」
と
思

っ
てい
た
時

だ
っ
た
ん

で
す

。

も
っ
と
も、
風
土
や
歴
史 、
社
会・
文
化
等

の
実

態
が
異

な
る
米国
原
産

の
乙
の
組
織
活
動
概
念
を 、

私
た

ち
の
「
地
域づ
く
り

運
動」

に
直
移
植

す
る

乙

と
は
で
き
ま
せ
ん

。
そ
ん

な
と

と
でモ
タモ
タ

し
て

い
た
お
り

で
す
か

らネ 、
「
オッ
!

愛媛原産
のネッ

ト
ワ
ー

キ
ン

グ
が
あ

るじ
ゃ

ない
か:・」
と
な
っ
た

ワ
ケ

で
す

。
そ

れ
以
来 、
私に

と
っ
て
「
地
域づ

く

り
運
動」

は、
本
当陀
愉

しい
ラ

イ
フ
ワ
ー

ク
と
な

り
ま

し
た
が、
判

っ
て
頂
け

ま
す
よ
ネ

。
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-
は
じ
め
に

吹く風に早春の
気
配が感じられ

る2月
幻日・
羽田 、
再び
「今、

な

ぜ
H地

域ゃつ
くりμ

なの
か」か
らそ

れ
ぞれの
地
域づくり活
動を考え合

お
うと、
『卯えひ
め地
域“つ
くり活

動者
集会』

が開催された。

乙の
集会は、
県

下の
地
域的つ
くり

活
動
者や今
後
関心を持っ
て
取り組

も
うとされる
皆さんの 、
顔の
見え

る
交流とホン
ネで
自由閤達な意見

交換の
場として、
また
そ

れぞれの

地
域づくり

への
取り
組みがより素

晴らしいものになればといっ
た願

い
によるもの
で 、
「、ネッ
トワ
ーキ

ングの現
場」と「
学習の
場」であっ

た
よ

うに
思う。

その二
日
目は、
前日の
四つ
の
フ

ォ
ー
ラムの参加者が
初めて一
堂に

集う形での
[従っ
て

(つ
なぐ 、
連合)

TJO
I
n
t

 

-
フォ
ー
ラム]

『パ、ネル
討議』
と
『総
括講演』

に

二
百三
十名の方々

が参加された。

-
パ

ネ
ル
討
議
か
ら

岡田
文淑さんの
コlディ
ネlト

の
もと、
各フォ
ー
ラムで
基調
講演

をい
た、だいた
高
橋寛治さ
ん・
緒方

重
成さん・
佐藤
優さん・
立川百

恵さん
をパ
ネ
リス
トと

して、
「く

らしの
視点か

ら地
域の
未
来 、つ
くり

を」
とい

うテ!マ
で
討議された。

高
橋さんか

らは、
ま
ちゃ地域を

考え
るときに
「内
発的な
力で
地域

を
高めよう」
とする
住民
自治・
地

域自治を基本に、
常に「ま
ちの
格

を上げて
いく」
乙とを意
識しなが

ら、
市民と
対等な
立場で
語り合い

市民と共に活
動していくとい

う考

え方
を:。

緒方さんからは、
湯
布院町の民

間主
導のま
ち -つ
くりには、
昭和初

1ω年
代にそれを
支えた
すば

らし

い
町長がいたとい
うお
話か
ら、
首

長やリー
ダーの資
質の
問題を。

またそれ
に比して、
最
近どうも

行政に
住民の
言
葉が
通じ
ない
面が

報
告

あり、
もっ
と
住民

の
声を
聞き 、
住民

と共に
学
び
考え合

う乙との
必要性を、

JR
駅
舎の
改築問

題
を
例としてお

話

、，』￡』、，』O

JLVふ1十ふIl'LVふ'ト

佐
藤さんは、

行

政マ
ン

が市民か
ら

逃げず
に、
市民の

.4K
入っ
ていく 、

市民を追いかける気持ちで対
話す

る
姿
勢。
ま

た
景
観につ

い
て

は、

「
私有
物であっ
て

も、
見
慣れ

た
風

景とい
う
もの
は
山や
川と
同じ
よう

に
市民の
共有財産なんだから頼む」

の
一本や
りで 、
建造
物の
保存

に
取

り
組まれたお

話を。

立川さんは、
「く

らしの
視点」

か
ら、
人びとがどう生きたい、ど

う
暮らし

たいと願っ
てい
るかを基

本
に地
域づくりを考える乙とが大

事
だ。
ま

た、
地方の
自立が言われ

始めて
い
るが、
乙のこ
とが重
要だ

と
思う。
「自分たち自身がど

う考

えて
いくの
か」
とい

う乙とからス

20 

タl
卜して、
そこ

か
らの

行政の
視点・
住民の
視点

につ
いて
討
論を深めたい

と
提言された。

岡田さんからも、
行政

マ
ン
としてどれだけ住民

の
感
覚が
分かるかといっ

たと乙ろから入らないと、

本
物の
暮らしの
視点は生

み
出せない。
乙の
「住民

と行政の
接点」が今
後の

地域帆つ
くりのモ
ノの
見方・
考え方

Kつ
ながるという、
まとめとして

のご
発言をいただいた。

こ
うした「住民と行政とのかか

わり方」
と同
時に、
今
後の
地域。つ

くりの
視点として、
そ

れぞれの地

域に住む一人一人の
生き方、
くら

し方を
私たち
自身 、が考えると乙ろ

からス
ター
トし

たいと
思う。

圃
総
括
講
演
か
ら

一一日間に
わたる
集会の
締め括り

として、
東京大学の大
森
輔先生

から「再考/いま 、
なぜ

H地域、つ

くりH
なの
か」の
テlマ
でと
講演



えひめ地域づ く り 研究会議

をいただい
た。
大森先生のお
話は

伺度
伺っ
ても 、
身につ

まされ
て心

打たれるものを感じ
る:。

⑨
地
域・
相
手
へ
の
恋
心

前日
のフォ

ー
ラム
町での「一
生

農業を
続けたい」
とい

う片山さん

の言葉から、結局地
域。つくりで何

が
問われるかとい

うと
、それぞれ

の方々
が、
自分

がど
うい
う人生を

送りたいのかとい
う乙とをど
乙か

で決心する乙とだ。
決心すると
自

分の
乙と

や地域が見えてくる。
決

心し
た自分を意
識す
るととで
自己

形成してい
く
乙とができ
る。

「もっ
と・たくさん・話したい」

というCMコ
ピlの話からは、もっ

と話したいというコ
ミュニ
ケーショ

ン
の
基礎は
恋心で

あり、相手が
好

きかどうか
である。
「
好きだ」
と

いう
乙とは相手に対する
強い
関心

で
ある、と。

乙
乙でふ
と、五
十
崎町の亀
岡さ

ん
の
「人は
信用せず
愛しなさい」

とい
う言葉と、久万
町の
渡辺さん

の
「愛と

は向か
うもの」
とい

う名

言(私はそう
思っ
ている)

が、オー

バ
ー
ラッ
プ

して
思い
出された。

⑨
日
常
の
小
さ
な
事
柄
か
ら

役
所や住民を
含む
文化の
問題だ

というお
話の
中から、
「自分た

ち

で
納得できる言葉を持

ち得るかど

うか
である」
乙と。
どうい

うふ
う

にものを感じ、ど
う
考えるか。
そ

れによっ
て可能になっ

た
具
体的な

ものの
中に、そ

うい
う人
びとの
想

い
や願
いが全部込められ
てい
る乙

とが大切である。

もう少し
具体的に
言えば

、
自分

の地域で、
ある事業を起乙す
時に

「こ
うい
う事業
で
あり
た
い

、
乙

う

い
うと
とを可能にする

事業であり

たい
、その地域にふ

さわしい
事業

であり
たい」
とい

うのが、
文化的

な感
覚の乙と

である・

もう一つ
地
域ぃつくりで大

事なの

は、
「日
常」
とい

うのは
平凡で退

屈なものである。
その日
常のご
く

あたりまえの乙とをどう考え、大

事
にするかとい
う乙とだ。
地
味で

目立た
ない
小さな

事
柄の
中に、世

界が
宿っ
ている。

小さな
事
柄が連
続して
初めて

大

きな
事が可
能になるわ
けで、それ

をおろそかにせず
、

小さな
事
柄の

中に様々
の乙とを
仕込み、埋め込

ん
でいくこ
とが大切である。

そ
うしない
と小さな

事は輝かな

いし
、逆に

言うと
、どんなささや

かな
事でも将
来大きく輝き
得る可

能性を
秘めているのである。

-
お
わ
り
に

今
回の集
会で感じ

たのは、地域

づくりへの関心が
益々
深まっ
てい

るとともに
、職業として関心を

寄

せ
る

人もまた
増えているというこ

とである。
従っ
て
その切り口とし

てのテ1マ
にしても 、参加す
る方

の
個々

の
捉え方

や期待が益々
多様

になっ
て
、かな

り明確なテlマ
の

設定が必要にな
ると
思われる。

と同
時に、
「そ乙に住む
一人一

人のくらしと
、真の豊かさ」

を追

求し
続ける視点を、ど

うし
ても
外

すわけにはいかないとい
う
想い

を

改め
てかみしめてい
る。

ともあれ、ス
タッ
フの

人数や力

量をも省みず
、四つ

のフォ
ー
ラム

を
設定したため

の
準備不足や至ら

なさを、講師の方々
をはじ
め

話題

提
供者や司会の皆様

の、
日頃の実

践に基づいた心に触れ
るお

話とと

助言により、意
味のある
会として

いただきました
乙とを心よ

り感謝

いたしており
ます。

より強い希望を持っ
て、
積み重

ね
る努力を
続けたいと
思い

ます。

今
後ともよろしくお願

いし
ます。

2 1  
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本 方をり
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男
一一一一一

* 
は
じ
め
に

まちゆっ
くり、むらお乙し、ふ
る

さとお
乙し
、地

域"つくり:・ 。との

よ
うな
言葉が、新
聞紙上に載らな

い日
はない、と言っ
ても過言では

な
い。
時
代のキーワード

となっ
て

久し
い。
永い
歴
史の
中で、営々

と

して
受け
継がれて
来た地
域のあり

方が
、い

ま問われている。
過疎地

域
では、その存亡を賂ての
取り
組

みと
し
て
、また、都市部では、景

観 、
環
境の
保全活
動としてなど、

地
域

に
拘っ

た活動が、活発に展開

さ
れて
い
る。

フォ
ー
ラム
ーでは、特に自治体

行政として
、地

域の人、モノ
、風

土
等の
独自の
取り組みゃ
変化を、

総
合
的に誘
導しながら、地域自
立

を目
指してい
く、地域経営の
視点

と
その

あり方を考えたいと思っ
た

の
です。

下旬
フ
ォ
ー
ラ
ム
語
録

当日
、当フォ
ー
ラム

には、
約八

十
名のと
参加を
頂き

まして
、基調

講演には、「りんご
並
木」

と「人

形劇フェ
ス
ティバ
ル」

で
有名な
長

野県
飯田
市の高
橋寛治さん
、県

内

の
話題提供者に、
城川

町の
増田町

長さんと
中島町の

大
崎課
長さん

を

お迎えし、暮らしの
視点

か
らの地

域
経営 、地域自
立を
探ろう

としま

し
た。以

下 、三人のお
話の
中か

ら、私

なり
に、心に残っ
た言
葉を

紹介し

たいと
思います。

ーー
高
橋
寛
治
さ
ん

||

O
自分にとっ
て、

ま
ちゃつ
くりと

は、地域に拘り
続け
るこ

とで
あ

る。
自分がやっ
てきた
乙とを、

きちっ
とやり続ける乙とであり、

自分の
乙ととして
拘り
続ける乙

とである。

報
告

自
分の
町の
職員Kよ
く言うこ

とは、
住民の
生活
要求(道を造

っ
てほ

しいとか、下水を
縞麗に

してほ
しい
等)

を政策要求に
出

来ない職
員は
、ダメ

だよ。それ

も、
単
純にやるだけじゃ

なくて

政策理念を持
たなきゃ

、ダメ
だ

ト」匹。
O
物事には、必
要条件と十分条

件が
ある。
若者の
定着を言う
時

κ 、
雇用の
場の
創出とか、都市

的施設の
整備とかは、必要
条件

であり
、こ

れだけでは定着しな

い。
十分
条件がい
る。
それは地

域に
拘り
続ける乙と、つ

まり地

。
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域の
学習
度の
集積だろうと
思う。

文化がな
くっ

ちゃ
いけない。

0
ζの

町に子
供は残るか?とい

う言
葉が
好きだ。
乙の
家庭に子

供は
残るかとも、
置き
替えられ

るが、最
小単位の
家庭で、如何

に両
親が
楽し
くやっ
ているかが

子
供も、将来 、
残っ

たり帰っ
て

くる。||
増
田
純一
郎
さ
ん

||

O
「わが
むらは、美し
く」
乙れ

がわが町のまちいつくりの
慈牽テー

マ
です。
基本

は三つ
あり、一つ

は、生活
環境を美しくする乙と。

二
つ

には
、それを取り巻く農地

の
環
境が
美し
くあるこ

と(
農業

掻
興)
。三つ

には、それらを取

り巻く山の
姿が美し
くある乙と

(林
業振
興)
。

と
に
か
く
、たっ

た一
度しか生まれてこ

ない乙の

世の
中 、
住ん

で
良かっ

たなあと

言われる
町であり
たい。

O
日本人はモ
ノ

にお金を投資す

るが、
欧
米人は、
心の
糧に惜し

みなく
投資する。

O
職員に対して

は、自分の
乙と

は
自分

でしろと
言っ
ている。

ま



た
君
の
し
て
い
る
仕
事
は、

町
で
は、

君
一

人
し
か
や
っ
て
い
な
い
と一
言
う

気
持
ち
に
な
っ
て、

自
分
の
乙
と
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

大
崎

巌
さ
ん
||
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こ
れ
か
ら
の
時
代
は、

休
み
が
多

く
な
っ
て、

夫
婦
と
も
遊
び
の
時
代

に
な
る
と
思
う。

O

地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に、

い
ろ
い
ろ
と
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
来

た
が、

乙
の
イ
ベ
ン
ト
は
博
覧
会
の

よ
う
な
一

過
性
の
も
の
で
な
く
て、

継
続
性
の
あ
る
集
客
力
の
あ
る
も
の

で
あ
っ
て、

イ
ベ
ン
ト
が、

地
域
の

承
認
を
得
る
た
め
に
は、

地
域
の
経

済
に
関
与
で
き
る
の
か
が
問
題
で
あ

り、

今、

イ
ベ
ン
ト
か
ら
ビ
ツ
ネ
ス

へ
ど
う
転
換
で
き
る
か
?
を、
一

生

懸
命
考
え
て
い
ま
す。

O

ま
ち。
つ
く
り
は、

ま
ち
が
あ
る
限

り
続
く
ん
だ。

ま
ち。
つ
く
り
は、

遠

い
未
来
へ
の
ロ
マ
ン
を
持
っ
て、

着

実
な
将
来
予
測
を
持
っ
て、

で
き
れ

ば
格
上
の
ま
ち帆
つ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す。

そ
う
い
う
中
か
ら、

住
民

が
住
ん
で
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
え
る

ま
ち
へ
、

人
が
来
て
い
た
だ
け
る
よ

。

う
な
ま
ち
づ
く
り
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す。

* 

ち
ょ
っ
と一
息

わ
が
セ
ン
タ
ー
で
は、

少
々
抽
象
的

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が、

「
地
域

づ
く
り
活
動
像」

と
は、

地
域
の
人
が、

よ
り
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
希
い
、

身

の
回
り
の
生
活
自
治
を
原
点
と
し
て、

そ
れ
ら」
願
う
住
民
活
動
と
自
治
体
行
政

が、

協
働
し
て
行
う
共
生
と
連
帯
の
活

動
と
規
定
し
て
い
ま
す。

裸
の
王
様
に、

裸
だ
よ
と
言
っ
て
く

れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と、

住
民
の

暮
ら
し
を
第
一

に
考
え
る
貧
し
き
王
様

の
視
点
で、

「
地
域
の元
気
は
暮

ら
し

の
元
気、

暮
ら
し
の
元
気
は
地
域
の
元

気」

を
目
指
し
て
い
る
の
で
す。

ヲ烏

お
わ
り
に

地
域
自
立
を
言
う
時、

当
セ
ン
タ
ー

の
宮
本
前
所
長
さ
ん
は、

よ
く
乙
ん
な

乙
と
を
言
わ
れ
ま
し
た。

「
普
通
の
人
た
ち
は、

普
通
の
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す。

生
業
を
持
ち、

目

立
た
な
い
が、

律
儀
で
真
面
目
で
起
伏

の
少
な
い
日
常
生
活
やそ
し
て
い
ま
す。

乙
の
人
た
ち
は
積
極
的
に
他
人
に
役
立

つ
乙
と
は
し
な
い
替
わ
り
に、

他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
暮
ら
し
方
を
し
て
い

ま
す。

地
域"
つ
く
り
活
動
者
は、

そ
ん

な
人
の
中
か
ら、

地
域
社
会
の
と
と
に

関
心
を
持
ち、

少
し
で
も
世
の
中
を
良

く
し
よ
う
と
し
て
い
る。

奇
特
で
酔
狂

な
は
み
出
し
人
聞
な
の
で
す
己
と
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
が、

総
括
講

演
を
頂
い
た
東
京
大
学
の
大
森
先
生
の

言
葉
を
借
り
れ
ば、

「
そ
の
地
域
に
住

む
人
々
が、

愚
痴
を
言
わ
ず、

不
平
を

漏
ら
さ
ず、

他
地
域
を
単
純
に
羨
ま
し

が
ら
ず、

知
恵
を
出
し
合
い
、

歯
を
食

い
縛
っ
て
積
み
重
ね
て
い
る
地
域
活
性

化
の
努
力」

が、

地
域
で
頑
張
っ
て
い

る、

は
み
出
し
人
聞
の
原
動
力
で
あ
り

地
域
の
原
動
力
に
も
繋
が
り、

や
が
て

地
域
自
立
に
近
づ
い
て
い
く
よ
う
に
も

思
い
ま
す。

し
た
が
っ
て、

行
政
に
と
っ
て
は、

そ
の
よ
う
な
人
々
と
連
帯
し
て、

よ
り

良
い
地
域
を
目
指
す
営
み
が、

地
域
経

営
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か。

こ
ん
な
乙
と
で、

フ
ォ
ー
ラ
ム
I
の

報
告
に
な
る
の
か
な
?
と、

い
さ
守口
か

心
配
し
な
が
ら
も、

報
告
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す。
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私.
慎

地
域と
産業の
未来 約つ
くり
ーー

と

りわけ
過
疎に
悩む
地域にとっ
て地

域経済活性化は切
実な課題であり、

地
域独自で様

な々
取り
組み
もされ

る
ようになっ
て
来てい
る。
た

だ、

地
域に
住む

人々
の「暮らしの視点」

が忘れ
られた
ままで、本当の役
割

、が
果
たせ
る

だ
ろ
うか:・ 。
地
域ゃつ

くりを
再考するとい
う意味で、
参

加者
それ
ぞれの
視座で自らの実
践

を振り返り、
その
中か

ら地
域と
産

業の未来 ゃつ
くりを
考えてみる
場に

なれば、
と
の願
い
をこ
め
て開
催さ

れた 。
-
基
調
講
演

「
地
域
産
業

||

湯
布
院
の
模
索」

大分
合
同新
聞湯
布院
支局
長・
緒

方重
成さん
のお
話は、自ら
青年期

に公民
館主事として
ダム
開発運
動

の旗手として、
また三
十数年の
新

聞記者
生活
を
通して、
そし
てい

ま

湯
布院のまち申つくりを願
う活動者

の心の
支えと

して、
郷土に
捧げ
て

きた
情熱の自分
史でもあっ
た。

温
泉保養地湯
布院の独自路線は

外部開発
資本との闘い

だっ
た

が、

それはい
ま
失われ
ようとし
てい
る

潤い
や
安らぎゃそ育むために
農業を 、

自
然環境とい
う
財産を守っ
てい
く

ことだっ
た 。
そし
てい

まなお
外部

資本は、
人・
モ
ノ
・
金・
情報を
集

積し、
時代の
要請を
建前とし
て、

あらゆる

規制をク
リアしなが
A追っ

てきてい
る。

乙の
「守る」

という乙との
中に 、

農家自身にも
農業に
対する意
欲よ

り
も
安
易に
観光に
頼るとい
う産業

構
造上の
問題が現
実に
起乙っ
てい

る。
こうした
危
機感の
中で、

町の

進むべ
き進路を
「潤い

と
安らぎの

ある
町」
と
し、
商・工
・

観光が
有

機的に
一
体となっ
た 、
湯
布院独自

の地
域内経済循環型の産
業形態が

望
まれた。
そのキーワー
ドを
「も

報
告

てなしの
産業文化」

として、
農業

では
健康で
安全な
農産
物、
第二

次

産業では文化性の
高い
「もの。つく

り工
房」、
そして、もてなしの先

駆者とし
ての観光 、
商業ではふれ

あい
の
「
コ
ミュ
ニティ
マ
l
卜

構

想」
、さ

らに
は町の長期構
想の
中

で
培われた
「湯
布院ク
アオル

ト構

想」へ
と
展
開されてい
る。

乙のような
町の基本路線へ
の
歩

みの
中で、
民間リー
ダーた

ちはい

ま、
「湯布
院大航海
時代」

とい
う

コ
ンセプ
トを

生み
出し
てい
る。

し

か
し、
そういっ
た

事
柄に
対する理

解や
外部資本に
対する強
制力や先
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導力が、
行政に
期待さ
れてい
るに

もかかわ
らず、
そ

の
対応の遅れが

湯布院の
将来に
暗い
影を
投げ掛け

てい
る。

-
話
題
提
供

①
「
遊
子
に
お
け
る

漁
業
生
産
活
動
に
つ
い
て」

遊子漁
協・
古谷組合
長さん

のお

話は、
生産活動の拠点とし
ての漁

協活動を地
域のものとするために

独自の思想が
貫かれてい
る。
その

基本の一つ
は、
生産基盤である海

を地
域に
広く開放し、
漁業経営の

基礎を
平準化したζ

とがあげられ

る。
それは、
家族労働を基礎に 、

家族の生活
充足が実現
するような

漁業経営を
築くζ

と。
一方で競争

原理を生産者
相互の
中に
内発させ

てい
る乙と。

また 、
生産活動で発

生する様々
な行為の
中にいつ
も共

同の
場を
設定し、
それが組合
員相

互の教育活
動ともなっ
てい
る乙と

である。
さ

らに
遊子の生
産活動を
支えて

い
るもう一つ

の思
想は、
表層的な

形に
妥協するこ

とのない
「本
物りつ

くり」
の
積み重ね

であり、
地
域の



えひめ地域づ く り 研究会議
弘久ぷぷ�

「
誇り」帆つ
く

りで
あるが、こ
れは

常に本
物を
模索し
続ける
協同組合

の
使命感と 、
地
域共同の
積み重ね

の大切さを
示し
てい
る。

②
「
地
域
産
業
は

町
の
設
計
図」

乙とば
がなかなか通じない、と

いう五
十
崎町の亀
岡さん。
地
域"つ

くりとは、人
聞を
縛っ
て

いる様々

な
事
柄からお
互

いを開放する乙と

としたう
えで、地
域産業は
「すて

きな
町」
を
創るための三つ

の戦略

の一
つ

とし 、
そ

の
戦略とは、美し

い人、
美しい
自
然 、
美し

いネッ
ト

ワ
ークで

あっ
て、
地
域産業は、美

しいネッ
トワー
ク

と位
置づ

けてい

マ令。乙の位
置づけの
中で、商品には

素
材力と
技術力があり、とく

に田

舎では、
技
術力が
不足している。

亀
岡さん
自
身の経験から、技術力

で訴求する
相

手托
突き付けるナイ

フの役
割こ
そが
「地
域力」である

という。
乙

の地
域力

がいま、
こと

ば
が通じ
ない地
域内の矛盾と
外部

資
本に
押さえられ
非常に弱まっ
て

いる現
実

がある。
地
域産業はあく

まで「すて
きな
町」
を
創るための

道
具として、
踏張りの効くものに

していく乙との大切さを
訴えた。

-
フ
ロ
ア
討
論

し 方 がか あな 語 し 大らをた政か 人 荘 が 業 通 話、 式 通 らま つ い を 合 切 は紹 たのら で 生 湯 つ に じ に 湯組 で じ はたたか持う で 相 介 か 女 はあ 活 布 た行なも 布織 なに 、 、 。 と っ たあ 互 し な 性 、 る 工 院 。 政い 触 院で さく行 亀 の 乙 めりの 、 水 た 民 田 房 亀 が 」 れのなれい 政 岡 意 との 、 融 乙 のち 問 弁 のの 果 乙 ら 緒い て 乙 とさ 見 で 共 理 合 れ 運 のと き 支 弁 たとれ 方組 い と 民 ん もは 通 解 がか 動 し 行 ん 配 別 すに で き織 く は 間 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一 役 つ い んで 乙 、 の 圃園田寝樋田 明洋ヰミ欄鶴難盤調理圏直 割 い た乙 とす 間 圃圃園幽難 品店出ム晶画圃圃圃圃・・ 論 て 「 亀と に べ で ・・・・圃臨欝開府主竺豆一盟盟盟盟圃・・・ー が 、 乙 岡ば あ て 乙 圃圃圃圃圃圃圃圃園聾盟腫瞳盟瞳轍盟国・圃 浮 地 と きを る 会 と 園・圃圃圃・・・圃圃盟聾盤轟轟欝鱒輯轍鶏襲麗盟圃・園 き 域 ば ん翻 と 議 ば 圃圃園田園園圃園田回目哩輔髄欝轍響鱒総額覇盟国圃圃 上 産 がの

訳する乙とが必
要だとしながらも、

例えば
、行

政内部に町のいろん
な

計画につ
い
て

話し合い、
検討し
合

う概念
設計
室を取り入れ

たり、
住

民が選
択できる組識体
制を、

との

提
案が

あっ
た。

行
政マ
ン

の参加者か
らは、地
域

に
住む人が、
自ら危
機感を持

ち、

行政と
住民が相乗的に
努力して

い

く議
論し

かないこ
と。
さ
らに、
商

工
関係の
参加者は、

地
域に対する
問題意

識乙そが
大
切で

あっ

て
、それが行政主

導

であれ民
間主
導であ

れ、
激し

く闘いあう

というこ
とが大
切で

あるとの意
見もあっ

た。また、
古谷組合
長

には「地
域社会と共

同」につ
いての
質問

があり、
乙れに対し、

漁村には
農業のよう

な
長いスパ

ン
での共同 “つ

くりが大

切である乙とを強調さ
れ
た。

長野県
浪合村役
場か

ら参加され

た近
藤さんか

らは、小さな村が二

十五
年にわたっ
て
積み上
げ誇りす

ら抱いていた
観光開発も、いま社

会の価値観の
変化の
中で、
最近建

設した教育
施設が反響を呼び 、
都

市からの移住者を
生み
出す現
実か

らキーワードを
懸命に追い
求めて

い
る姿が生々

しく語
られた。

最後に古谷組合長が
、

自分のふ

るさとを愛する乙と、地
域に住む

人
自身が心につ

かん
だものを大切

にしながら、一
つ一
つ
積み上げて

い乙
うと
締めくくっ

た。

地
域
と
産
業
の
未
来 "
つ
く
り

湯布院のように二
十年、一二
十年

という歳月を
経た先進地
でさえも

今
だに模索し続けている町がある。

しかし、その
模
索も地
域の
自主路

線を
歩もうとするための
産みの苦

しみの連続に違いない。
参加者自

らが感じとっ
て

も
らえれば・
との

フォ
ーラムでは

あっ
たが、やはり

地域産業とは自らが
創造し、
発展

させる以外にないという乙
とと、

その原動力は、実
践を
続けるもの

同志がどれだけ地
域を語り、愛し

続ける乙とができ
るのかを改めて

知る
思いであっ

た。
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フE タ

英

こ
れからのH景観μ

を
論じ
る一つ

の切り口

として 、
アロマ・
スケー

プ
(
香りの
景観)

があ

ろうが、乙
れを取り
入

れ、ハ
lブ

伝導者の三

好道子(Z2
E
F
E?

nyg/もに乙
ど
/O
手

口市吋)
さ
ん

の
粋な
香り

の
演出 、
ロ
ーズ

の香り
漂う会場の
中で五感を

総動
員しなが

らH景観
論H
K
花が
咲い

た。

門
基
調
講
演〕

・
佐
藤

優
(
在
研
究
所
所
長)
さ
ん

岩手県
盛岡
市をビジユ
ワル

な映像でもっ
て

の紹
介で

あっ
た。
誰もがもっ
てい
る
原風景と

い
うものは

、良い
もの
をみて育っ
たか悪いも

の
をみて育っ
たかと
い
う乙
とが

、子
供たちの

精
神構造に何

らかの
影
響を及ぼ

す。
子供たち

に
は
そ

の選
択はできない、だか

ら乙
そ大人た

ちが
頑張らなくて

はいけない。

たかが
景観と

い
うが、されど
景観なのであ

る。
『ま

ちの
景観を
創っ
てい

くと
いうのは、

ただ
物理的に
美を

求めるとい
うものだけのも

のではなく、
そ乙

に
住む

人や子
供た

ちが健全

K
育っ
てい

くという乙
とがま
ちの
財産になっ

てい
く。』
乙の考えを基本に
橋を
創るにして

も道路を拡げる
場合で

も、
何

でもかん
でも景

観はど
うだ!
といっ
た乙
とを問い
続ける姿勢 、

自然や環
境の
保全
条例

や〈環境デ
ザイン
委員

会〉のようにトータル
な
意味で街を見ていく、

それがまた市民の意識のなか
に
浸透していき

なが
ら
景観を
生み
出してい

く。

景観を
意識するのは、視覚だけに
頼るので

はなく身体全
体で、さらに、
住民に本
音の生

活をもっ
て

もら
う乙
との必
要性
等:・ 。

こ
のよ
うな
多くの先進事
例の

紹
介を
景観意

識の
向上

やレベ
ル
アッ
プ

につ
な
げてい

き
、決

して
真似+守するのではなく、乙

う
い
う景観も

あるとい
う一
つ

のヒン
トと

して
捉え、
我がふ

るさとに
あっ
た
独自の地
域
創造への
奮起につ

なげてほし
い
ものである。

〔
話
題
提
供]

・
天
野
征
郎
(
新
居
浜

ア
メ
ニ
テ
ィ
l

倶
楽
部)
さ
ん

新居浜アメニ
ティ
l

倶楽
部の
「ゲン
キ・
ス

テキ・
カ
イテ
キ・よ
ろ乙ぴのま

ち新居浜」
と

2 6  

い
う自慢のスロ

ーガン
をバ
ッ
クボーン

に地域

の快
適性を求める活動+守

さ
れている。
そして 、

具
体的には、
現在【お手玉】

という音から残っ

て
いる心
温まるものを拡げる乙

とによっ
て 、

皆の心を一つ
にし、
【お
手玉】

を大切
にする

心か
ら、衡をきれいにしていこ
う・。
そういっ

た
人の心から美しい景観が生まれてくるので

はない
だろうか:・?

『
立派な施設や建
物を造るというハ
lド

面

が全て
ではなく、
その地域の歴史の
中で溶わ

れた乙
まやかな人情をもとに、
未来に向けて

の
人々
の
夢の積み
重ねから素
晴らしい
景観を

得られるのではない
だろ
うか。
そして 、
その

楽しき
ゃそ
味わえるのは
、

そ乙
に
住む

人々
だろ

う』 、
特に人の心の
面か

らの景観 ψつ
くりへの

提言で
あっ
た。

-
河
内
紘一
(
内
子
町
長)さ
ん

こ
れまでの町並
み保存か
ら、さ
らに
農山村

部へ
の村並み保存運
動で地域づ

くりを目指す

べ
く
景観行政を進めてい
る。
他にはないもの

をどんどんのばして
いくρ内子らしさH
を求

め「
花より団子か

ら
花か

ら因子」といっ
た言

葉が印
象的であっ

た。

温かい
人の心と素晴らしい自然が豊陀羅の

よ
うに
協和した世界・
桃源郷を
『愛』

あるま

ら いつ
くりを公民
館等を
中心に
横のつ

ながりを

持
ちながら方向づ
けて

い乙
うと
してい
る。
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どんどん
と
変わっ
ていく社会のなか
で、

まちが
生き

ものであるだけに本
物を見極める

というかつ
景観と

は伺ぞやを考えるのが
難し

いとき
であろ
う!

*
自
分たちの住ん
でいる街は、
こうい

う景

観が大
事なん
だとい
う一
つのコンセンサス 的つ

く
りをまず
やるべ
き
だろう1

*
地
域。つ

く
りは
あくまで住民の盛り上が
り

がな
ければ
成立しない、その
時その
時の社会

情勢に応じて行政が
うまく舵取りをしていく

こ
と。
そ

の
場合

は、
そ乙に住んでいる人の総

意できめて
いく乙とが必要である。

*
やはり、
何を考えていく場合でも価値観

の
違いといっ

たものがある、できる
だけ価
値

観をある
程度一
致させてい
く、
乙の辺が

大き

な
問題

である。

*
景観とい

うもの
は五十年や百年とい
う長

いスパ
l

ン
でもっ
て
評価されるものだと
思う。

*
今
日

の
景観は
視覚的な目で見られる乙と

が
多いの
じゃ
ない

かっ
自然が大切か、
建
物が

大切かといっ
たもの
は、人聞が生きてい
る
場

合
においては建
物も
自然も大切なのである。

そ
の
両方をど

うトー
タル

して生活していくか。

人間も大
自然の生きものだとい

う観点か
ら環

境を全
体的に捉えて

いかなければ
問題が

ある

* 

のじゃ
ない

だろ
うか。

*
景観は
統一
化されたデザイン

の美しさも

あるが、
逆に
考えれば
制限され
面
白みに
欠け

るとい
う部分も
ある。
日
本のようにゴ
チャゴ

チャ
した東洋
文
化の
中にも、

子供たち
に
夢を

与えるべ
き景観・
地域はそれぞれの地域にあっ

た地域デ
ザイン
創造が

あるのじゃ
ないか。

*
生活している
人
聞の
匂い、生活の
匂いの

するものでなくては、そ乙に定着しない、
とっ

て
付けた
よ

うな
ものでは
定
着しない。
浮き上

がるだけである。

*
景観とい

うの
は、
時と共に

人の価値観も

変わり、
その
時
非常にいいなと
思っ
て

も十年

後、百年後ではわか
ら

ないとい
う部
分が

ある

のではないだろうか。

だから、そ乙
に
住む

人たちの心・
気持
ち

とい
うものが
一番大切にされなければな
らな

いの
じゃ
ない

だろうか。

*
景観には
経済的阻害に加えて、田
舎では

人
情的阻
害といっ

た
問題もあるのではないか。

*
五

感の
覚醒をしながら
景観
論を
論じるこ

とが大切である。

*
まち 。つ
くりの視点の
中に一

人一
人がいい

町を造っ
てい乙

うとする気持
ち 、
景観は地域

の共
有財産

である乙との認
識・・・ 。

-
お
わ
り
に

四
時間に及ぶ
議
論ではあっ

たが、
お互いが

日
頃考えている乙とを:また、それぞれの景

観
論を

話したり
聴いたりする
場に成り
得たと

思う。『景観』
は
非常に難しい
問題ではあるけれ

ど
、机上

論でも地域から離れたものでもなく、

それぞれの地
域
での
暮らしぶ

りが
景観であろ

う、
生活している一人一人が少し
でも
住みや

すい
、少しでもきれいな

街にす
るためにどう

すれば
よいか;とい

う意識を
多くの人が持つ

乙と
であろう。

あたたか
い心で次
世代の
子供たちに
少しで

もいい故郷(ま
ち)
を:・ 。
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地域づくりになっ
ているし、活

気

もわいてくる。
今

は自分た
ちか
ら

少しず
つ
あせらず

に広が
らせなが

らやっ
ている途中。

-
話
題
提
供

黒
瀬

久
美
子
さ
ん
・

大正琴の発表会をするに際して、

いろんな人に関わり、お世話になっ

た。
閉じ乙とを

また同じメ
ンバ

ー

でできるかど
うかというと、
多分

できない。
次
に何かをする時には、

新しいメ
ンバ

ー
で新しいζ
とをし

ようと思う。
刺滋し
合

う乙とは、

大
事だと思うから。

よく
「楽あれば

苦あり」
と言う

けれど、
私は「苦の
裏に
楽あ

り」

と思う。
苦しいとかしんどいとか

言っ
ていても、
絶対ど乙かに
楽し

み方とい
うのがあるはず。
こ

れか

らも、楽しい方を見て
生きていき

'』、。
JI
--v

 

-v
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
か
ら

。本当の地域自つ
くりは
「自分自身

だ」
と思っ

た。
自分か

ら行政をつ

つ
かないと
花火は上が

らない。

常に自分自身ぞ見回し
て
問題意識

1'-

を持つ
こと。
更に、年
令を
意識せ

ず
に
頑張っ
ていきたい。

。特にいま、女性から見た目 、が
必

要じゃ
ないか。
うちの
町でも、女

性が頑張っ
て

きて
、

私がつ
いてい

き
にくくなっ
てきている。
ひょっ

としたら、日本の
将来を
変える
一

つ
の
力にな
るんじゃ

ないかと感じ

ている。

。自治体といいなが
らも、行
政主

導の地域帆つ
くり、む
らづくりには

疑
問をもっ
ている。

しかし、パ
ー

ソナリティ
ー

豊かな方々
が
自ら
働

きか
けて

、行政を誘
導 、
利用され

てい
る姿勢に敬意を
表し

たい。

。女性ができる小さなこ
とから大

きな
輪が広がるのではないかとい

う乙と
で、海を縞麗
にするため、

月
に
一回の浜そうじ

ゃ
合成
洗剤を

使わない運動をしている。
今日は、

夫婦で
参加してい
るので、帰っ

た

ら二
人で話ができると思
う。

。長寿社会をうまく
まとめて
前進

するためにも、シニ
ア、ネッ
トワー

クの形成が必要だと思う。

。いろいろな理
由から
リゾー
トは

すすめられているが
、

自
然を大切

にし豊かな
生活を
求める点からの

住民主体の行動が生まれて
多角的

な考え方ができるようになりたい0

0エ
コロ
ツ!の
問題

は、
未来の尺

度
で現
在を考えていかないとい
け

ないと思う。

。技とか環境など
含めて、
「普は

良かっ
たではなく、
今

は
よくなっ

たぜ」
というような地域にしてい

きたいし
、自分の周りを

変えてい

きたいなと思う。

。将来 、
いっ
ぱいリ
ゾー
ト
構
想が

できても、自
然を
残していれば逆

に自
然を
求めて

やっ
てくる人が増

えてくるかもしれない。

。「となりのト卜ロ」
が住んでい

るような
町民
住ん

でみたいし、
そ

んな
町になればいいと思う。

。四人の皆さん
に共通しているの

は、いろんな乙とに興味を持っ
て

いるなあというこ
と。「乙れ
つ」

といっ
て与えられた生活じゃ

なく

て
、自分自身の生活をいろんな

面

で
楽しんでいる。
狭く自分を限ら

ない生活をしているなあ。
リミッ

トしていないなぁ
という気がした。

-v
自
分
の
世
界
を
広
げ
る

四
時間近くにわたっ
て
、いろい

ろな
質問や意見が飛び
出し世界が

大きく広がっ
た。
その全てを乙乙

でお
伝えする乙
とはできないし、

会場で
話したζとが全てでもない

と思う。
女性の世

界に限らず
、自分の世

界を
広げるとい

う乙とで、一番考

えなくてはいけないのは、乙ういっ

た
機会を利用して
参加する乙とが

前提になる乙と
は言うまでもない

乙
とだと思う。
それが第一
歩で

も

あ
り、それがなければ

、どんな世

界も広がらないだろう。
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梯
「
舞
た
う
ん
に
寄
せ
る」

あなたの コ ーナー

久
万
町

宇
都
宮
栄一

今
頭
の
中
に
あ
る
乙
と
と
い
え
ば

「
地
域
デ
ザ
イ
ン」
「
自
治
体
C
I」

「
地
域
計
画 由つ
く
り」
「
農
村
景
観」

「
観
光
?・:
テ
l
マ
パ
l
ク」
「
春
が

来
た 。
き
あ
遊
び
イ
ベ
ン
ト
の
仕
込
み

を
し
な
く
ち
ゃ
!」
な
ど
な
ど
文
書
と

し
て
整
理
が
つ
か
な
く
て 、四
ペ

ー
ジ

ぐ
ら
い
も
ら
え
る
と
何
と
か
し
ぼ
っ
て

書
け
る
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
訳
を
考
え

て
い
る
次
第
で
す 。

今
日
は 、
近
所
の
親
類
の
結
婚
式
が

あ
る
と
い
う
乙
と
で
消
防
団
の
防
火
訓

練
を
さ
ぼ
っ
て
久
し
ぶ
り
の
休
日
で
ぼ

ー
っ
と
し
て
『
舞
た
う
ん』
を
目
的
な

く
聞
い
て
い
ま
す
と 、
随
分
の
人
達
の

思
い
や 、
活
動
が
文
章
と
な
っ
て
載
せ

ら
れ
て
お
り 、
今
回
で
十
六
号
で
す
か
?

改
め
て
『
舞
た
う
ん』
を
通
じ
て 、

(
財)
ま
ち 。つ
く
り
セ
ン
タ
ー

や 、
研

究
会
議
な
ど
の
活
動
の
足
跡
をゐ
た
思

い
で
す 。
私
も
乙
の
情
報
誌
の
初
回
か

ら
の
編
集
員
の一
人
だっ
た
の
で
す
が 、

『
舞
た
う
ん』
と
い
う
名
前
を
つ
け
る

時 、
「
地
域
に
根
を
お
ろ
さ
な
く
て 、

舞
い
上
が
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
イ
メ
l

@ @  

刊J
的
に
ど
う
か
な」
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が 、
乙
の
頃 、
初
対
面
の
万

か
ら 、
「
『
舞
た
う
ん』
に
載
っ
て
た

で
し
ょ
う 。
あ
の・:」
と
い
う
話
題
を

聞
い
て 、
愛
媛
に
風
を
起
こ
し 、
地
域

の
人
達
の
マ
イ
タ
ウ
ン
で
演
舞
す
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
誌
に
な
っ
て
き
た

か
な
と
喜
ん
で
い
ま
す 。

今
ま
で
は 、
色
々
な
方
々
の
掘
り
起

こ
し
的
意
味
で
事
倒
的
情
報
や
会
議
報

告
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が 、

今
後

の一
方
向
と
し
て 、
テ
ー
マ
を
絞っ
た

開
設
塾
の
座
談
情
報
な
ど
に
も
力
を
入

れ
れ
ば
グ
ツ
と
読
み
物
と
し
て
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し 、
売
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

あ・・・ 。す
べ
て
は
こ
こ
か
ら

影
野
由
美
子

昨
年
の
十一
月
か
ら 、
ま
ち
づ
く
り

総
合
セ
ン
タ
ー
の
と
配
慮
に
よ
り
「
ふ

る
さ
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事告さ
を

小
田
町
で
行
う
乙
と
に
な
り 、
三
人
の

ア
ドバ
イ
ザ
ー

の
先
生
方
は 、
そ
の
ま

ち *つ
く
り
研
究
会
(
さ
な
ぎ
会)
の
中

で
ま
ち ゃつ
く
り
な
ん
で
も
の
は 、
自
分

小
田
町

の
た
め
に
す
る 。
自
分
が
お
も
し
ろ
く

て
や
り
た
い
乙
と
を
す
れ
ば
い
い 。
と

言
わ
れ
ま
し
た 。
で
も
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
?
そ
ん
な
事
言っ
た
っ
て
: 。

で
も
本
当
は 、
そ
ん
な
発
想
を
持
つ

乙
と
が 、
結
局
は 、
町 映つ
く
り 、
村
お

乙
し
に
つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か 。
「
すべ
て
は
こ
乙
か

ら」
自
分
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す 。

実
際
に
は
自
分
も
乙
ん
な
乙
と
を
毎

日
考
え
な
が
ら 、
青
年
団
と
か 、
さ
な

ぎ
会
に
参
加
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん 。
し
か
し 、
近
と
ろ
は
少
し
で
も

乙
う
い
っ
た
乙
と
を
考
え
て 、
自
分
た

ち
が
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
若
者
が
減っ
て
き
た
こ
と
は 、

援
し
い
乙
と
で
す 。

青
年
団
け
そ
ん
な
田
舎
者
の
団
体
な

ん
か:・ 。
ま
ち *つ
く
り
け
何
も
自
分
が

し
な
く
て
も
誰
か
が
し
て
く
れ
る 、
そ

ん
な
人
た
ち
が
多
く
な
っ
た
の
で
す 。

私
た
ち
が
今
や
ら
な
け
れ
ば
!
そ
ん
な

危
機
感
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
感
じて

ほ
し
い
と
思
い
ま
す 。

そ
し
て 、
小
田
町
で
は 、
そ
ん
な
気

持
ち
を
持っ
た
者
約
二
O
名
が 、
さ
な

ぎ
会
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た 。

月一
回
の
定
例
会
を
行
い
な
が
ら 、

さ
な
ぎ
か
ら
蝶
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

訳
で
す
が 、
今
度
そ
の
第一
歩
と
し
て

小
田
川
の
源
流
を
探
し
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た 。

五
十
崎
の
方
で
は 、
ス
イ
ス
と
川
の

交
流
を
さ
れ 、
小
田
川
を
通
し
て
快
適

な
環
境
を
さ
ら
に
創
造
し
川
を
通
し
た

交
流
を
全
固
に
広
め
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら 、
地
元
で
あ
る
私
た
ち

さ
な
ぎ
会
が 、
小
田
川
の
源
流
を
見
つ

け
だ
し
た
い 、
と
思っ
た
の
が
始
ま
り

で
す 。ま

ち
づ
く
り
と
い
う
テ
l
マ
は 、永

遠
に
つ
づ
く
テ
l
マ
だ
と
思
う
し 、
今

の
私
た
ち
に
は
何
も
出
来
な
い
か
も
し

れ
な
い 。

し
か
し 、
すべ

て
は
自
分
か
ら 、
乙

乙
か
ら
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

私
は
自
分
の
故
郷
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す 。

30 
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拡 げま し ょ う
ヒ ュ ー マ ン

クワl卜ネ ツ

又
か
HU
と
思
わ
れ
る
方
も
お
あ
りで

し
ょ
う
が 、
今
回
は
入
門
編
のパ
ソコ

ン
/
ワ
ー

プロ
通
信
で
す 。

A-
ま
ず 、
電
話
回
線
が
必
要
で
す 。
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、

H
四

針
の
モ
ジュ
ラ
IH

に
なっ
て
な
い
と

い
け
な
い
事
で
す 。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

技
き
差
し
自
在
に
なっ
て
い
る
も
の
で

す 。
今
後 、
キャ
プ
テ
ン
や
ホ
lム

セ

キュ
リ
タ
リ
l

の
利
用
等
で
益
々
利
用

さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら 、
ま
だ
の
方
は

も
よ
りの
N
T
Tへ
連
絡
し
て
工
事
+そ

し
て
も
ら
う
と
良い
で
し
ょ
う 。

。
次
に 、
パ
ソコ
ン
か
ワ
ー

プ
ロ
の
ど

ち
ら
か
が
必
要で
す 。
既
にパ
ソ
コ
ン

を
持っ
て
お
ら
れ
る
場
合は
そ
の
ま
ま

使
わ
れ
る
の
が
最
良
で
す
が 、
まっ
た

く
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
は 、
他の
必

-E盟国田

Human Communication & Netwl)r:< 

c揚言誤一 一 一 一三註三 三言 電詰恒 三三
Ehime 

{ 隣勿予〆 Computer 
I � Communication 
"" Club 

要
(
デ
ー

タベ
ー

ス
作
成
等)
が
ない

限
りワ
ー

プロ
の
方
が
安
あ
が
りで

す 。

但
し 、
通
信
中
文
字
が
上
か
ら
下へ
流

れ
ま
ず
か
ら 、
画
面はパ
ソ
コ
ン
と
同

じ
四
O×
二
O
以
上
の
文
字
表
示
が
見

や
す
く 、
コ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
為

に
文
章
を
作
成
する
時に
も
有
利で
す 。

又 、
漢
字
ま
じ
り

文
(
変
換
す
る
能
力

は 、
ま
だ
ま
だ
の
感
が
あ
り
ま
す
が 、

そ
れ
で
も
あ
ま
り

安い
も
の
や
古い
も

の
は
さ
らに

能
力に
限
り

が
あ
り

充
分

な
利
用
が
出
来
ま
せ
ん 。

av
「モ
デム」
乙
れ
も
必
須
ア
イ
テム

で
す 。
パ
ソコ
ン
や
ワ
ー

プ
ロ
の
中
に

は
標
準で
付
属
し
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が 、
な
け
れ
ば
新
た
に
購
入
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す 。

通
信実
行
時に
や
り
と
り

す
るスピ
ー

ド
は 、
三
0
0・
二一
0
0・
二
四
O えひめコンビューターコミュニケーシヨンクラフ

O
等
が
あ
り
ま
す 。

現
在 、
一
二
O
O
ボ
!
と
二
四
0
0

ボ
l

の
移
行
期
に
あ
り 、
ど
のス
ピ
ー

ド
を
選
択
す
る
か
難
し
い
時
期
で
す 。

予
算
が
あ
れ
ば 、
(
意
味
は
わ
か
ら

な
く
て
も)
二
四
O
O
ボ
l

で
M
N
P

ク
ラス
五
対
応
の
も
の
と
お
店
で
言っ

て
下
さ
い 。
で
も
最
初
は
設
定
が
簡
単

で 、
価
格
も
下
がっ
て
き
た一
二
O
O

ボ
ー

が
お
す
す
め
で
す 。

又 、
遠
距
離
(
東
京
等)
の
ホ
ス
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

もパ
ケ
ッ
ト

通
信
や
地
方
の
ア
クセ
ス

ポ
イ
ン
ト

(
ホ
ス
ト

が
東
京
に
あっ
て

も
松
山
に
ア
クセ
ス
す
る
所
が
あ
る)

も
あ
り
ま
す
か
ら 、
先
方の
ホ
ス
ト

が

乙
れ
ら
に
対
応
し
て
い
れ
ば 、
二一
O

O
ボ
ー

で
も
充
分で
す 。

-
忘
れ
ち
ゃ
い
け
ない
電
話
代
/

よ
く 、
大
変
な
金
額の
話
し
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が 、
松
山
市
内の
方
が

T
O
W
N
タ
ウ
ン
を
利
用
さ
れ
る
の
で

し
た
ら 、

熱
心
なマ
ネ
ー

ッ
ャ
1
3
ん

の
例
で
も 、
六
0
0
0
1

七
0
0
0
円

位
で
す
か
ら 、

普
通
は
三
0
0
0
円
位

増
え
る
と
考
え
れ
ば
充
分で
す 。

く
れ
ぐ
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
(
接
続

し
た
ま
ま)
書
き
込
ん
だ
り 、
そ
の
ま

ま
文
章
を
じっ
く
り
と
読
む
と
い
う
の

は 、
N
T
T
を
喜
ば
す
だ
けで
す
か
ら 、

避
け
た
方
が
よい
で
しょ
う 。

前
者に
は
アッ
ブ
ロ
ー
ド 、

後
者に

は
ダ
ウ
ンロ
l
ド
と
い
う
手
段
が
有
効

で
す 。

-
ワ
ー

プロ
で 、
通
信
対
応
の
も
の
に

は
最
初か
ら

通
信
ソフ
ト

が
つ
い
て
来

ま
す
が 、
パ
ソコ
ン
で
は
通
信
ソ
フ
ト

も
必
要
で
す 。

各
社か
ら
色
々
な
ソ
フ
ト

が
で
て
い

る
の
で
目
移
りし
そ
う
で
す
が 、
近
く

に
い
る
人で
既に
使っ
て
い
る
人
が
い

れ
ば 、
そ
れに
合
わ
せ
て
購
入
し
て
教

え
て
も
ら
うの
が
得
策で
す 。

又 、
P
D
S
に
も
優
秀な
ソ
フ
ト

が

あ
り
ま
す
か
ら 、

近
く
に
通
信
を
し
て

い
る
人
が
い
れ
ば 、
ダ
ウン
ロ
l
ド
し

て
も
らっ
て
作っ
て
み
る
の
も
よ
い
方

法
で
す 。
但し
P
D
S
は 、
た
だ
タ
ダ

の
ソ
フ
ト

で
は
な
い
の
で
す 。
作
者へ

の
お
礼や
P
D
S
の
レ
ポ
ー
ト

な
ど
を

エ
チ
ケッ
ト
と
し
て
お
忘
れ
な
く 。

3 1  
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側)愛媛県まちづく り 総合センター

平成 2 年度

糊
愛
媛
県
ま
ち

づ
く
り

総
合
セ
ン

タ
ー

は 、
各
地
の

地
域 頃つ
く
り

活
動

を
お
手
伝
い
す
る

立
場
か
ら 、

明
年

代
を
二
十一
世
紀

創
造
の
『
個
性
が

光
る
/
本
物
求
め

の
時
代』
と
想
定

し
て 、
地
域
ご
と

に
H

よ
り

人
間
ら

し
い
(
生
活
文
化)

暮
ら
しH
を
希
う

:・ 、
息
の
長
い
地

域
づ
く
り

活
動
の

土
壌
が
培
わ
れ
る

乙
と
を
目
指
し 、

乙
の
事
業
計
画
を

定
め
ま
す 。

な
お 、
事
業
の

展
開
は 、「
地
域
づ

く
り
は
人
な
り・・」

の
原
点
と 、「
地
域

の
乙
と
は
地
域
に
学べ:・」
の
原
則
を

踏ま
え
て 、
有
志
活
動
者の
方
々
の
ネッ

ト
ワ
ー

キ
ン
グ
をべ
1

ス
と
し
な
が
ら 、

柔
軟
な
試
行
錯
誤
に
よ
る
ロ
ー
リ
ン
グ

方
式
で
実
施
し
ま
す。

一
、

現
状
の
理
解
と
主
要
課

題平
成
の
時
代
を
迎
え 、
乙
乙一
年

の
地
域 "つ
く
り

活
動
は 、
景
観・
デ

ザ
イ
ン・
ア
l
ト・
ア
メ
ニ
テ
ィ
l

H
美
し
い
生
活
環
境
を
求
め

る:-H
住
民
活
動
や

H
創
造
を
愉
し

む:・u
文
化
活
動
と
と
も
に 、

H
暮

ら
し
を
遊
ぶ:-M
新
し
い
地
域
イベ

ン
ト

等
が
盛
ん
と
な
り 、

新
時
代
の

等
々、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
示
し
は
じ
め
た

ょ
う
で
す。

ま
た一
方 、
リ
ゾ
ー
ト

開
発・
ふ

る
さ
と
創
生
等
の
国
の
政
策
も
あっ

て 、
県
や
市
町
村
は
も
と
よ
り 、

各

種
の
地
域
団
体・

機関 、
マ
ス
コ
ミ 、

F民

民
間
企
業
等
々 、
ほ
と
ん
ど
の
社
会

的
活
動
が
「
地
域 前つ
く
り」
を
標
傍

す
る
よ
う
に
な
り 、

地
域
の
人
び
と

の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て 、
各
地

で
地
域
の
新
た
な
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ

ン
や
地
域 。つ
く
り

/
未
来
路
線
を
模

索
す
る:・ 、
新
た
な
動
き
も
生
ま
れ

て
き
ま
し
た 。

乙
う
し
た
動
向
は 、
こ
れ
ま
で
セ

ン
タ
ー

が
仮
説
し
て
き
た
「
新
時
代

の
予
測」
を
裏
づ
け
る
も
の
で
し
て 、

新
し
い
時
代
の
流
れ
は 、
こ
れ
か
ら

の
地
域 ゃつ
く
り

活
動
の
方
向
と
し
て 、

『
よ
り

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
(
生
活

文
化)
の
充
実』
と
『
共
生
と
連
帯

の
社
会
(
ホ
ロ
ニ
ツ
ク
社
会)

"つ
く

り』
へ
の
期
待
を、
ま
す
ま
す
強
め

て
ゆ
く
も
の
と
思
い
ま
す 。

け
れ
ど
も 、
乙
乙
当
分
は 、
地
域

の
人
た
ち
の
価
値
観
の
多
様
化
と
あ

い
ま
っ
て 、
情
報
化・
国
際
化・
高

齢
化
等
々 、
時
流
を
象
徴
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド

の
独
り

歩
き
ゃ 、
多
彩
な
行

� 
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事
型
地
域
活
動
が
ラ
ッ
シ
ュ
化
す
る

向
き
も
あっ
て 、
「
地
域
づ
く
り

/

本
物
求
め
路
線」
を
見
失
う
恐
れ
も

あ
り 、
そ
の
吟
味
が
難
し
く
な
る
で

し
ょpつ 。

そ
乙
で 、
セ
ン
タ
ー

当
面
の
主
要

課
題
は 、
地
域
活
動
の
オ
ピニ
オ
ン・

リ
ー

ダ
ー

で
あ
る
有

志活動者の
ネッ

ト
ワ
ー

キ
ン
グ
を
ベ
l

ス
と
し
て 、

地
道
な
『
地
域
づ
く
り

/
本
物
求
め

路
線』
の
実
践
的
な
吟
味
活
動
と 、

地
域
の
人
た
ち
が
地
域
の
自
立
を
目

指
し 、
自
ら
考
え
自
ら
行
う
『
地
域

の
内
発
態
勢(
地

域活暫Jロ
デユ
ー

ス
機
能)
づ
く
り』
の
支
援
活
動
で

あ
る
と
考
え 、
こ
れ
ら
の
事
業
を
重

点
に
着
実
な
積
み
上
げ
を
進
め
ま
す。

二 、
基
本
的
な
考
え
方

当
面
の
セ
ン
タ
ー

の
事
業
は 、
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て 、

H
望

ま
し
い
地
域 ゃつ
く
り

活
動H
を
次
の



通
り

描
き 、
乙
れ
を
メ
ル
ク
マ
ー

ル

に
展
開
し
て
ゆ
き
ま
す。

地
域 "つ
く
り
活
動
と
は・・・・・・ 、

地
域
の
人
び
と
が 、
『
よ
り

人

間
ら
し
い
(
生
活
文
化)

事り
し』

急岡崎、、
占イ'しV身

の
回
り
の
『
生
活
自
治』
を

原
点
と
し
て
行
う
活
動
で
あっ
て 、

創
造』
を
テ
l

マ
と
し
た
「
住
民

活
動」
と 、

町
住
民
自
治
を
ベ
l

ス
『
地
域
経

営』
を
進
め
る
「
自
治
体
行
政」

カ E 

協
働
し
て
『
地
域
自
立』
を
目

指
す 、

H
共
生
と
連
帯u
の
活
動

と
考
え
ま
す。

V 

一一一
、

モ
ッ
ト
ー

一
地
域
の
元
気
は
く
ら
し
の
元
気 、

く
ら
し
の
元
気
は
地
域
の
元
気:・』

内

四、

方

金十

「
地
域
づ
く
り

/
本
物
求
め
路

線」
の
実
践
的
な
吟
味
活
動
を
集

積
し
ま
す。

個
性
が
光
る
/
本
物
求
め
の
時

代
を
生
き
る:・ 、
n

よ
り

人
間
ら

し
い
(
生
活
文
化)
暮
ら
しH
の

視
点
か
ら 、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域

生
活
の
創
造」
を
目
指
す
地
域 "つ

く
り
の
基
本
的
な
あ
り

方
を、
現

実
の
地
域
活
動
の
吟
味
を
通
じ
て

求
め
て
ゆ
く:r 、
有
志
活
動
者
の

コ
ン
セ
プ
ト・
ワ
ー
ク
お
乙
し
を

←) 
進
め 、
そ
の

集事ぞ
は
か
りま
す 。

同
地
域
自
立
を
目
指
す
「
地
域
の

内
発
態
勢 由つ
く
り」
を
重
点
に
支

援
し
ま
す 。

自
分
の
乙
と
は
自
分
で
す
る・: 、

生
活
自
治
が
原
点
の
地
域
づ
く
り

活
動
に
と
っ
て 、
当
面一
番
の
課

題
は 、
よ
り

人
間
ら
し
い
暮
ら
し

を
求
め
る・:
住
民
活
動
と 、
地
域

内

自
立
を
目
指
し
地
域
経
営
を
進
め

る:・
自
治
控付
政
が
協働
で
き
る 、

『
地
域
の
内
発
態
勢
(
地
域
活
動

プ
ロ
デュ
ー

ス
機
能)
づ
く
り』

と
考
え 、
そ
の
支
援
活
動
を
進
め

ま
す。

日

H
交
流
と
創造u
を
生
むコ
ミユ

一
ケ
l
シ
ヨ
ン
型
情
報
活
動
を
充

実
し
ま
す。

本
音
の
話
し
は
共
感
を
呼
ぴ 、

共
感
が
行
動
を
呼
ぶ・: 、
地
域 情つ

く
り

活
動
の
原
則
を
踏
ま
え
て 、

H
ヒ
ト

の
想
いH
が
乙
も
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
シ
l

ズ
に 、
そ
の
情

報
の
共
有
か
ら
新
た
な
交
流
と
創

造
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
乙
と
を
期

待
し
て 、
『
コ
ミュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ

ン
型
情
報
活
動』
の
展
開
を
工
夫

し
努
力
し
て
ゆ
き
ま
す 。

五、

事

業

「
地
域 "つ
く
り

/
本
物
求
め
路

線」
の
実
践
的
な
吟
味
活
動

有
志
活
動
者
の
聞
か
れ
た、ネ
ツ

ト
ワ
ー

キ
ン
グ・
シ
ス
テ
ム
「
え

ひ
め
地
域
づ
く
り

研
究
会
議」
の

研
究
活
動
を
中
心
と
し
て 、
各
地

の
地
域
活
動
の
ナ
マ
の
問
題
を
掘

り
起
乙
す
と
と
も
に 、
マ
ク
ロ
な

視
点
と
時
代
予
測
を
踏
ま
え
た

『
地
域
づ
く
り

/
本
物
路
線』
研

究
吟
味
を
行
い 、
有
志
活
動
者
の

方
々
の
検
討
に
供
し
ま
す。

仮
称
/
地
域
づ
く
り

研
究
サ

ロ
ン
の
開
設

時
々
の
地
域
活
動
の
課
題
を

「
事
例
話
題」
と
し
て 、
マ
ク

ロ
な
視
点
と
時
代
予
測
を
踏
ま

え 、
専
門
家
等
の
助
言
を
受
け

な
が
ら
「
地
域
づ
く
り

/
本
物

路
線」
を
吟
味
す
る・: 、
地
域

の
有
志活

動者幸中心メ
ンバ
ー

と
し
た 、
聞
か
れ
た
柔
ら
か
い

『
仮
称
/
地
域
づ
く
り

研
究
サ

ロ
ン』
を
継
続
的
に
開
設
し
ま

す 。
)

 
-(
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集
会
の
開
催

地
域
の
有
志
活
動
者
が 、
地

域
活
動
の

H
本
物
求
めa
の
主

要
課
題
を
掲
げ 、
よ
り

専
門
的

託
研
究
す
る
勉
強
会
を
計
画
し

て
手
を
挙
げ
れ
ば 、
そ
の
地
域

で
事
例
研
究
を
希
望
す
る
各
地

の
有
志
活
動
者
も
参
加
で
き
る

「
乙
の
指
と
ま
れ
方
式」

の
実
践
的
な
『
課
題
別
/
ミニ

シ
ン
ポ
ツ
ウ
ム』
を
開
催
し
ま

す 。 ミニ
シ
ン
ポ
/
課
題
別
研
究

ω

仮
称
/
ブ
ロ
ッ
ク
別
地
域
問

題
研
究
集
会
の
開
催

「
地
域
づ
く
り

活
動
/
本
物

求
め
路
線」
の
吟
味
を
テ
l

マ

に 、
各
地
域
の
活
動
現
場
の
ナ

マ
の
問
題
を
出
し
合
い
確か
め

合
う
と
と
も
に 、
他
地
域・
異

業
種
の
問
題
を
自
分
の
乙
と
と

し
て
受
け
止
め
る:・
仲
間
意
識

を
高
め 、
広
域
生
活
圏
ネ
ッ
ト

ワ
ー

キ
ン
グ
お
と
し
の
コノロ
ツ

ク
別
活
動
者
集会』
を
行い
ま
す。

同
地
域
自
立
を
目
指
す
「
地
域
の

内
発
態
勢 dつ
く
り」
の
支
援

県
な
ど
四
者
協
働
の
「
ふ
る
さ

と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業」
を

中
心
民 、
実
施
地
域
に
密
着
し
た

『
内
発
的
な
地
域
活
動
プ
ロ
デュ
ー

ス
態
勢
づ
く
り』
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に 、
そ
の
実
践
事
例
を
基

に 、
女
性
や
若
い
人
た
ち
の
ヤ
ル

気
お
乙
し
を
考
え
た 、
息
の
長
い

地
域
活
動
の
土
壌
づ
く
り
を
支
援

す
る
活
動
を
進
め
ま
す 。

ω
地
域
づ
く
り

助
言
活
動
シ
ス

テ
ム
事
業
の
実
施

県
の
委
託
事
業
「
ふ
る
さ
と

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業」
と

の
協
働
事
業
と
し
て 、
地
域
自

立
を
目
指
し
て
頑
張
る
地
域
の

有
志
活
動
者
を
対
象
に 、
先
進

地
域
の
実
践
者
等
の
『
助
言
グ

ル
ー

プ』
を
継続
的
に
派遣
し、

地
域
問
題
の
実
践
的
研
究
活
動

炉、

す l を
ス 行
機 い

警 裡
く 聖

2 易
芸 プZ箆 ロ
し デ
ま ユ

同
地
域
づ
く
り

先
進
地
交流
研

修
ツ
ア
!

の
派
遣

新
時
代
の
地

域活事ぞ
担
う 、

若
い
活
動
者
た
ち
の
新
た
な
ヤ

ル
気
お
乙
し
を
希
い 、
一
市
町

村
/
行
政一
人・
民
間二
人
の

五
市
町
村
で
編
成
す
る
研
修
グ

ル
ー

プ
を・: 、

異玄化問ギャ
ッ

プ
が
あ
り 、

高
い
レ
ベ
ル
の
実

践
者
と
濃
密
に
交
流
で
き
る
先

進
地
域
を
選
ん
で
派
遣
す
る

『
交
流
研
修
ツ
ア
l』

を
行
い

ま
す。

(3) 

仮
称
/
地
域
の
内
発
態
勢
づ

く
り

研
究
集
会
の
開
催

組
織
を
作
ら
な
い
組
織
活
動 、

地
域
活
動
プ
ロ
デュ
ー

ス
機
能

を
も
っ
て 、

H
地
域
の
内
発
態

勢 頃つ
く
りH
を
目
指
す:・ 、

「
地
域
づ
く
り

助
言
活
動
シ
ス

件
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テ
ム
事
業」
の
実
施
地
域
の
研

究
発
表
を
中
心
民 、
新
し
い
地

域
活
動
の
戦
略・
戦
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
等
の
開
発
と
集
積
を
行
う

『
交流
研
究
集
会』
を
聞
き
ま

す。

日

H
交
流
と
創
造H
を
生
む
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
情
報
活
動

各
地
の
有
志
活
動
者
が
相
互
に

交流
し
融
合
す
る
中
か
ら 、
独
自

の
活
動
を
生
み
出
し
て
ゆ
く:・ 、

H
き
ず
なa
づ
く
り
と
し
て
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
を
重
点
に
進
め
る
と

と
も
に 、
個
別
的
な
情
報
需
要
に

は 、
地
域
活
動
の
プ
ロ
デュ
ー

ス

を
支
援
す
る
ナ
ピ
ゲ
l
シ
ヨ
ン
方

式
の
情
報
提
供
を
行い 、
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
期
待
し
ま
す 。

ω

個別需要
に
対
す
る
軍報
サ
l

ピ
ス
の
整
備

面
談・
電
話・
F
A
X・
手

紙
等
の
個
別
的
な
情
報
需
要
に

短
時
間
で
適
切
に
応
え
る
た
め 、



集
積
し
て
き
た
情
報
の
整
理・

加
工
等
に
努
め
る
と
共
に 、
情

報
需
要
の
把
握
と
新
規
情
報
の

収
集
を
行
い 、
情
報
セ
ン
タ
ー

機
能
を
整
え
ま
す 。

ω
地
域
活
動
者
向
け
情
報
サ
1

ピ
ス
の
拡
充

①
機
関
誌
『
舞
た
う
ん』
の

充
実

「
え
ひ
め
地
域
づ
く
り
研
究

会
議」
と
共
刊
の
『
舞
た
う

ん』
を 、
地
域の

活動者
が 、

常
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
し

て
ゆ
く
機
関
誌
を
目
指
し 、

活
動
者
相
互
が
交
流
し
融
合

し
て 、
独
自
の
も
の
を
発
掘

す
る
場
と
し
て
ゆ
き
ま
す 。

② 

イ
ベ
ン
ト

情
報
誌
『
え
ひ

め
イ
ベ
ン
ト
B
O
X』
の
充

実
県
内
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
総

合
的
な
紹
介
誌
と
し
て 、

側「
愛
媛
県
市
町
村
振
興
協
会

と
共
刊
し
て
い
る
『
え
ひ
め

イ
ベ
ン
ト
B
O
X』
に 、
地

域
イベ
ン
ト

の
あ
り

方
や
専

門
的
方
法
等
の

記事を
加
え 、

実
践
者
向
け
に
充
実
し
ま
す 。

①
主
要
資
料
の
刊
行
物
化
と

活
用ミ-

7
シ
ン
ポ
/
課
題
別

研
究
集
会 、
先
進
地
交
流
研

修
ツ
ア
l

等 、
セ
ン
タ
ー

の

各
種
事
業
に
伴
う
諸
資
料
を

は
じ
め 、
全
国
レ
ベ
ル
の
主

要
資
料
等
を
刊
行
物
と
す
る

よ
う
に
努
め 、
地
域
活
動
者

の
利
用
に
供
し
ま
す 。

そ
の
他
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

(3) 
整
備

① 

パ
ソ
コ
ン
通
億ネッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
実
用
実
験

新
し
い
情
報
メ
デ
ィ
ア

「
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型

内

パ
ソ
コ
ン
通
信」
を 、
地
域

づ
く
り
活
動
に
活
用
す
る
実

用
実
験
活
動を 、
「
え
ひ
め・

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ・
コ
ミユ
ニ

ケ
l

シ
ヨ
ン・
ク
ラ
ブ」
と

の
協

働事業
で
継続
し
ま
す 。

② 

貸
し
出
し
用
/
地
域
づ
く

り
研
修
ビ
デ
オ
等
の
整
備

「
先
進
地
域
活
動」
等
の

ビ
デ
オ
や 、
「
専
門
講
師
等

の
講
演」
録
音
テ
1

プ
等
を

順
次
整
備
し 、
地
域
活
動
者

が
容
易
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
充
実
し
て
ゆ
き
ま
す 。

六 、
事
業
実
施
の
べ
l

ス

付

各
事
業
の
実
施
は 、

H
地
域
の

乙
と
は
地
域
に
学べ:・u
の
原
則

を
踏
ま
え
て 、
地
域
の
有
志
活
動

者
の
人
た
ち
と
の
協
議
を
基
に
計

画
し
ま
す 。

同

各
事
業
の
実
施
は 、
人
び
と
の

グ
知
恵
と
元
気u
の
源泉
で
あ
る
j

w
参
加
の
自
由u
を
原則
と
し
て 、

総
て
「
乙
の
指
と
ま
れ
方
式」
に

よっ
て
行
い
ま
す 。

日

各
事
業
の
実
施
は 、

テ
ィ
アH
の
原則 、
自
発
主
義・

自
前
主
義・
無
償
主
義
の
精
神
を

もっ
て
運
営
す
る
よ
う
努
力
し
ま

グ
ボ
ラ
ン

す 。q 
d 

-' 
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さき昌 Q さ:?�公証Bさ，@ム
『耐EE相⑭盟国昌志曲目右Q���Ol!i曾富哉、 電@��お8

1989年 8 月 26 ・ 27 日に久万町にて開催しましたミ ニ ・ シン ポ ジ ウ ム 「市町村の振興基本
計画を考える…』 報告書が、 久万町 ・ 主催者関係有志の手により作成されました。

乙のシ ン ポ ツ ウ ム は 、 地域づくりの指針である市町村の基本構想や振興計画の策定につ
いて、 現状を握り返りながら、 その「あり方J と 「地域づくりを考えよ う J としたもので
す。

また、 県内58町村の企画担当の方々 より「基本計画の策定に関する野調査」のアンケー
トにお答えいただき、 その調査結果と分析についても参考資料 とさせていただきました。

乙の報告書には 、 東京大学の大森輔教授 と 島根県吉田村 ・ 鉄の歴史村地域振興事業団専
務理事/藤原洋氏の講演内容をは じめ 、 久万町からの提言 、 ア ン ケ ー トを通 じての課題提
言などを収録しております。

それぞれの市町村で地域づ くりや企画事務 ・事業に携われる方々にと、活用いただければ
幸いと存 じ まして、 ご案内申し上げます。

報告書をと、希望の方は 、 下記の編集事務局までと連絡下さい。
頒布価格は l 冊1 ， 300円です。

※ 

行1 上浮穴郡久万町 ・ 附愛媛県市町村振興協会
側)愛媛県まちづ くり総合セ ンタ ー ・ えひめ地域づくり研究会議

E発

Eお申込先1 〒790 松山市道後一万 1 - 2 
紛)愛媛県まちづ くり総合セ ン タ ー内

えひめ地域づ く り 研究会議
F A X  . 0899 - 25 - 6680 T E L . 0899 - 25 - 5557 

ふ
と風に誘わ

れてふ
りむけば、
木々

の

聞から乙ぼ
れおちる光の帯は、

し

だいに色とりどりの暖かさを増し、

笑顔でいっ
ぱいの空は、
天と地の

限りまでも広がっ
ています。

あなたは今、
伺+そして、
向を考え

ているのでしょ
う・。

朝夕に、
ひとり静かに
物
思うとき、

乙のひとときを大切に
生きてゆき

たいと
思うこ

のごろです
||

内容につ
いてのご意見や活動内

容についての記事など
気楽にお
寄

せ下さい。

「舞・たうん」
編集係

二
人のMs .
(
丹下・
久
保田)まで。

〒
七
九
O

松山
市道後一
万一

の二

側
愛媛県まち。つくり

総
合センター

T
E
L
 

O
八
九
九
(
二
五)
五
五
五
七

F
A
X
 

O
八
九
九
(
二
五)
六
六
八
O
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